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所
謂
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

西

尾

陽

太

郎

両

事

件

の

客

観

的

評

価

明
治
三
十
九
年
十
二
月
の
「
革
命
事
件
」
と
四
十
年
十
一
月
の
「
天
長
節
事
件
」
の
内
容
・
経
過
に
つ
い
て
は
紹
介
済
み
の
事
で
あ
り
、
新

し
く
説
明
を
要
し
な
い
。
極
端
に
誇
張
さ
れ
た
表
現
に
よ
っ
て
世
人
を
驚
か
せ
、
殊
に
政
府
要
人
に
強
い
刺
戟
を
与
え
、
大
逆
事
件
へ
の
フ
レ

－
ム
ア
ッ
プ
の
一
因
と
な
っ
た
点
な
ど
か
ら
見
れ
ば
、

こ
の
両
事
件
は
我
国
社
会
主
義
史
上
注
目
す
べ
き
事
件
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
し
か

し
こ
れ
ら
両
事
件
の
真
相
自
身
は
ど
れ
程
の
も
の
で
あ
っ
た
か
。
恐
怖
は
「
忠
君
愛
国
」
に
呪
縛
さ
れ
た
政
府
要
人
に
と
っ
て
大
き
か
っ
た
と

し
で
も
、
そ
れ
は
所
調
風
声
鶴
映
の
た
ぐ
い
で
は
な
か
っ
た
か
。

「
革
命
事
件
」
の
原
因
と
な
っ
た
文
書
二
a

革
命
」
第
一
号
、
「
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ヤ
州
ニ
於
ケ
ル
日
本
社
会
党
ノ
運
動
」
中
、
問
題
と
な
っ
た
箇
所
は
次
の
如
、
き
に
過
ぎ
な
い
。

「
今
ヤ
貧
ナ
ル
モ
ノ
ハ
怖
ル
ベ
キ
程
度
ニ
於

テ
増
加
シ
ツ
ツ
ア
リ
ト
雛
モ
富
ノ
集
注
ハ
『
ト
ラ
ス
ト
』
ナ
ル
制
度
ニ
ヨ
リ
テ
絶
ヘ
ズ
継
続
セ
ラ
レ
タ
リ
。
彼
ノ
資
本
家
ハ
屡
々
労
働
者
ニ
対

シ
テ
噴
々
タ
ル
立
法
ヲ
ナ
ス
ト
雄
モ
此
ノ
如
キ
コ
ト
ハ
其
利
益
ナ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
効
果
恰
モ
大
火
ニ
向
テ
小
児
ノ
水
鉄
砲
ヨ
リ
発
ス
ル
小

量
ノ
水
ヲ
注
グ
ニ
等
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
信
ズ
。
吾
人
ノ
政
策
ハ
ナ
ル
ベ
ク
速
ニ
資
本
階
級
ヲ
代
表
セ
ル
『
ミ
カ
ド
』
王

大
統
領
ヲ
顛
覆
ス

ル
ニ
在
リ
。
而
テ
其
手
段
ニ
至
リ
テ
ハ
吾
人
ハ
鴎
曙
ス
ル
所
ナ
キ
ナ
リ
」

（
「
米
国
ニ
於
ケ
ル
日
本
革
明
党
ノ
状
況
」
よ
り
引
用
）
乙
の
事
件

の
渦
中
に
行
動
し
た
岩
佐
作
太
郎
の
赤
羽
一
宛
書
状
（
日
刊
平
民
新
聞
四
八
・
四
九
号
）
に
よ
れ
ば
、
十
二
月
二
十
五
日
に
発
生
し
た
こ
の
事

所
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革
命
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件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺
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所
調
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一O
六

件
は
翌
年
一
月
一
日
に
は
既
に
鎮
静
に
帰
し
て
居
り
、
関
係
者
は
一
応
移
民
局
で
訊
問
さ
れ
た
が
何
事
も
な
く
、
五
日
に
は
同
士
山
は
桑
港
で
白

入
社
会
党
員
と
共
に
演
説
会
を
催
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
天
長
節
事
件
」
に
つ
い
て
も
、
事
件
直
後
の
四
十
年
十
一
月
四
日
桑
港
総
領

事
館
事
務
代
理
松
原
一
郎
よ
り
外
務
大
臣
宛
の
報
告
に
よ
っ
て
も
、

「
当
国
ニ
於
テ
ハ
言
論
出
版
ノ
自
由
ア
ル
ヲ
奇
貨
ト
シ
今
回
前
記
印
刷
物

ノ
配
布
ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
治
モ
同
印
刷
物
ハ
未
ダ
当
地
ニ
於
テ
外
国
人
及
外
字
新
聞
紙
等
ノ
注
意
ヲ
惹
ク
ニ
至
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
在
留
邦
人

モ
殆
ン
ド
之
ヲ
知
ラ
ズ
叉
タ
之
ヲ
知
ル
モ
ノ
モ
此
ノ
徒
ノ
言
論
ヲ
一
笑
ニ
付
シ
テ
全
ク
歯
牙
ニ
懸
ケ
ザ
ル
有
様
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
此
際
本
件
ヲ
荒
立

ツ
ル
ハ
寧
ロ
得
策
ニ
ア
ラ
ザ
ル
様
ニ
存
セ
ラ
レ
侯
得
共
彼
等
カ
右
印
刷
物
以
外
何
等
外
顕
行
為
ニ
出
サ
ル
限
リ
当
地
一
一
於
テ
ハ
別
ニ
制
裁
ノ
方

法
モ
無
之
カ
ル
ベ
ク
」
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
且
つ
革
命
党
員
に
つ
い
て
も
、

「
此
等
ノ
徒
輩
ハ
・
・
・
・
過
激
ナ
ル
空
理
空
論
ヲ
喜
ブ
書

生
輩
ニ
シ
テ
偶
々
社
会
主
義
叉
ハ
無
政
府
主
義
ノ
一
端
ヲ
聞
キ
噛
リ
前
後
ノ
思
慮
ナ
ク
叉
何
等
計
画
ヲ
実
行
ス
ベ
キ
意
志
モ
ナ
ク
シ
テ
右
印
刷

物
ヲ
配
布
シ
タ
ル
ナ
ル
ベ
ク
従
ツ
テ
未
ダ
右
印
刷
物
発
行
以
外
何
等
ノ
外
顕
行
為
ニ
出
デ
ン
ト
シ
ツ
ツ
ア
リ
ト
認
ム
ベ
キ
形
勢
ヲ
。
発
見
不
致

候
」
と
あ
り
、

こ
の
事
は
そ
の
後
四
十
二
年
八
月
三
十
一
日
桑
港
総
領
事
代
理
永
井
領
事
報
告
に
も
、

「
彼
等
ハ
此
ノ
際
兇
悪
危
険
ナ
ル
特
種

ノ
企
画
ヲ
包
蔵
シ
直
ニ
之
ヲ
実
行
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ル
如
ク
只
如
何
ニ
其
主
義
ヲ
広
ク
世
人
－
ニ
且
伝
シ
如
何
ニ
シ
テ
其
ノ
勢
力
ヲ
扶
植
シ

之
ヲ
培
養
セ
ン
カ
ニ
関
シ
苦
心
シ
居
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
ニ
候
」
と
評
価
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
社
会
主
義
者
沿
革
第
二
）

両
事
件
の

客
観
的
評
価
は
こ
の
点
に
尽
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
一
面
、
何
が
故
に
あ
れ
程
ま
で
の
過
激
な
表
現
を
彼
等
が
行
っ
た
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ま
た
異
っ
た
観
点
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
例
え
ば
社
会
革
命
党
本
部
委
員
の
一
人
、
二
俣
松
太
郎
の
同

志
佐
々
城
佑
宛
の
手
紙
（
前
掲
「
革
明
党
ノ
状
況
」
高
秘
一
二
号
・
第
二
号
）
の
如
、
き
が
そ
の
一
端
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

「
世
に
暴
力
主
義
、
野
蛮
主
義
、
本
能
堕
落
主
義
な
る
も
の
あ
り
社
会
の
然
ら
し
む
る
処
、
境
遇
の
然
ら
し
む
る
処
、
罪
は
主
義
者
に
非
ず
し

て
主
義
者
を
作
っ
た
社
会
に
あ
る
の
だ
と
革
命
党
連
始
め
よ
く
人
の
云
ふ
事
だ
が
無
理
も
な
い
話
だ
け
れ
ど
も
境
遇
は
人
の
行
為
を
作
る
べ
き

凡
て
で
な
か
ら
ふ
と
思
ふ
。
・
・
・
・
今
の
世
の
人
無
暗
に
境
遇
の
み
を
と
が
め
て
境
遇
の
奴
隷
と
な
り
た
る
人
心
を
何
故
と
が
め
な
い
の
で
あ
ろ



う
0

・
・
・
・
僕
近
頃
不
平
で
た
ま
ら
ん
・
・
・
・
僕
自
身
が
こ
の
矛
盾
の
為
め
に
苦
し
め
ら
れ
て
居
る
の
だ
。
」

こ
こ
に
彼
の
暴
刀
主
議
へ
の
矛
盾
感

と
自
省
が
見
ら
れ
る
が
、
更
に
自
己
の
存
在
理
由
に
つ
い
て
、

「
人
闘
が
其
日
々
々
の
三
度
の
食
事
を
満
足
に
通
し
て
行
き
な
が
ら
何
を
苦
し

ん
で
何
を
求
め
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
か
、
た
だ
見
世
物
に
な
ら
ん
か
為
に
一
層
の
知
恵
の
実
を
欲
し
日
夜
煩
悶
し
つ
つ
あ
る
で
は
な
い
か
、
人

に
見
ら
れ
ん
か
為
め
に
死
物
狂
い
に
奈
落
の
底
に
奮
進
し
て
お
る
で
は
な
い
か
・
・
・
・
奮
闘
主
義
然
り
、
精
力
主
義
然
り
、
向
上
主
義
然
り
、
社

会
主
義
然
り
、
君
の
云
う
暴
力
主
義
は
最
も
純
な
る
も
の
。
僕
は
こ
こ
に
至
り
て
大
い
に
悲
し
ま
さ
る
を
得
ん
の
で
あ
る
。
世
の
所
調
主
警
官

な
る
も
の
な
ぜ
三
ツ
目
小
僧
や
両
頭
蛇
と
な
り
て
生
れ
て
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
ふ
か
・
・
・
・
」
と
い
っ
て
い
る
。
乙
の
手
紙
の
日
附
は
四
十
年

四
月
二
日
、
革
命
事
件
の
後
一
、
天
長
節
事
件
の
前
、
排
日
問
題
の
一
段
落
の
頃
で
あ
る
。
其
処
に
は
彼
等
の
生
一
活
か
ら
来
る
抑
圧
感
へ
の
強
い

反
接
、
自
己
表
現
へ
の
欲
求
、
暴
力
主
議
へ
の
誘
惑
と
そ
の
矛
盾
、
敗
北
主
詩
的
悲
哀
感
な
ど
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
多
少
共
社
会

革
命
党
員
に
共
通
し
た
心
理
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
時
、

乙
の
二
事
件
が
日
本
社
会
主
義
史
上
．
結
果
的
に
見
て

注
目
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
そ
の
要
因
の
一
つ
に
は
、
明
治
天
皇
制
絶
対
主
義
に
呪
縛
さ
れ
た
政
府
要
人
の
幻
想
的
恐
怖
感
が
あ
る
わ
け
で
あ

る
が
、
ま
た
一
つ
に
は
か
か
る
極
端
な
形
で
自
己
表
出
を
行
な
わ
し
め
た
社
会
革
命
党
に
対
す
る
周
辺
の
問
題
が
顧
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
時
期
的
に
見
て
、
明
治
三
十
九
年
か
ら
四
十
年
に
か
け
て
、
彼
等
の
感
情
を
激
昂
さ
せ
そ
の
思
組
を
過
激
な
表
現
へ
と
導
い
た
も
の
は
何

か
。
以
下
そ
の
点
に
つ
い
て
二
三
の
事
項
を
考
察
し
た
い
。

在

米

移

民

の

一

般

的

状

況

在
米
日
本
移
民
た
ち
の
抑
圧
感
は
一
般
に
如
何
な
る
彼
等
の
状
況
か
ら
発
生
す
る
か
。
考
え
得
る
こ
と
と
し
て
次
の
諸
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
、
農
園
労
働
者
乃
至
日
傭
人
夫
的
地
位
。

二
、
生
活
程
度
の
低
さ
。

、
人
種
的
偏
見
に
よ
る
差
別
待
遇
u

四
、
白
人
労
働
者
団
体
の
排

斥

五
、
そ
れ
と
関
聯
的
に
政
治
的
排
日
の
空
気
。

六
、
最
後
に
母
国
日
本
政
府
の
棄
民
的
、

移
民
政
策
の
貧
困
、

殊
に
領
事
館
の
卑
屈
無

所
謂
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一O
七



所
謂
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

0 
入

能
。
こ
れ
ら
は
総
じ
て
革
命
、
天
長
節
両
事
件
に
関
聯
す
る
。
殊
に

H
l臼
は
前
者
に
、
岡

l
同
は
後
者
に
。

明
治
の
三
十
年
代
の
日
本
移
民
の
問
題
が
、
週
刊
平
民
新
聞
・
直
言
・
光
・
日
刊
平
民
新
聞
な
ど
社
会
主
議
系
諸
新
聞
に
と
り
上
げ
ら
れ
た

場
合
と
し
て
は
三
種
あ
る
。
即
ち
布
睦
移
民
・
桑
港
中
心
の
北
米
移
民
・
メ
キ
シ
コ
移
民
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
新
聞
に
見
る
限
り
で
は
一
般

的
状
祝
か
ら
い
え
ば
ハ
ワ
イ
移
民
が
比
較
的
よ
く
、
北
米
移
民
が
こ
れ
に
次
ぎ
、

メ
キ
シ
コ
移
民
は
最
も
悪
い
。
北
米
移
民
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
の
で
、
先
ず
メ
キ
シ
コ
及
び
ハ
ワ
イ
移
民
に
つ
い
て
見
る
。
週
刊
平
民
四
三
・
四
四
号
（
明
治
三
七
年
九
月
四
・
一
一
両
日
）
に
は
「
メ

キ
シ
コ
移
民
帰
航
問
題
」
が
取
扱
わ
れ
、
五
百
名
の
鉱
山
労
働
者
が
東
洋
移
民
会
社
の
手
に
よ
っ
て
メ
キ
シ
コ
に
送
ら
れ
た
が
、
七
月
十
六
日
に

到
着
後
メ
キ
シ
コ
側
の
詐
欺
的
悪
条
件
に
堪
え
か
ね
て
、
二
十
八
日
に
は
四
四
八
名
が
辛
う
じ
て
帰
国
し
た
。
こ
の
中
十
余
名
は
病
気
と
な
り

一
名
は
死
亡
し
た
。
帰
国
後
は
会
社
も
交
渉
を
受
け
つ
け
ず
、
新
聞
も
政
府
も
冷
淡
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
生
活
の
途
を
見
失
っ
た
。
四
四
号
は

西
川
光
次
郎
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
実
情
調
査
報
告
で
あ
り
、
次
い
で
会
社
・
新
聞
・
政
府
の
態
度
に
つ
い
て
次
の
如
く
云
っ
て
い
る
。

ー「

（三）

移
民
会
社
の
冷
酷
。
屑
屋
、
が
屑
を
買
ふ
が
如
、
き
考
へ
に
て
移
民
を
募
集
し
、
市
て
之
を
海
外
に
売
り
出
す
移
民
会
社
の
冷
酷
な
る
は
不
思
議
な

る
こ
と
に
あ
ら
。
さ
れ
ど
も
窮
民
に
対
し
て
何
等
の
救
済
を
も
為
8
ぎ
る
の
み
か
、
横
浜
へ
の
上
陸
当
日
死
去
し
た
る
一
移
民
の
葬
儀
費
す
ら
支

出
せ
ざ
り
し
と
云
ふ
。
岡
新
聞
紙
の
態
度
。
・
・
吾
人
は
・
・
先
づ
十
万
円
の
金
（
註
、
会
社
側
損
失
額
）
と
五
百
名
の
生
命
と
ぞ
同
じ
重
さ
と
見

る
に
不
平
な
る
と
共
に
、
貧
者
と
富
者
の
争
の
場
合
に
、
徒
ら
に
公
平
を
粧
ふ
こ
と
は
事
実
に
於
て
は
富
者
に
味
方
し
て
貧
者
を
打
つ
も
の
な

り
と
の
感
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
同
政
府
の
態
度
。
五
百
の
生
命
に
関
す
る
問
題
な
れ
ど
も
人
を
殺
す
ζ

と
を
暗
む
今
の
政
府
に
と
っ
て
は
五
百

の
生
命
位
は
一
考
だ
も
値
せ
ず
と
見
ゆ
。
」
そ
し
て
最
後
に
結
論
と
し
て
、
「
移
民
会
社
の
移
民
地
撰
定
調
査
の
粗
漏
な
る
も
、
移
民
に
対
し
て

冷
酷
な
る
も
、
新
聞
紙
の
彼
等
の
不
幸
に
対
し
て
ノ
ン
キ
な
議
論
を
な
す
も
、
亦
政
府
が
彼
等
の
不
幸
に
対
し
て
黙
々
た
る
も
、

畢
寛
世
に

『
移
民
は
捨
民
な
り
』
て
ふ
思
組
の
勢
力
あ
る
為
な
れ
ば
、
此
思
想
の
排
除
せ
ら
る
る
ま
で
は
決
し
て
真
正
の
意
味
に
於
て
の
移
民
な
る
も
の

能
は
ざ
る
べ
し
」
と
云
っ
て
い
る
。
事
実
こ
の
棄
民
思
想
は
こ
の
時
代
の
移
民
に
つ
い
て
の
根
本
問
題
た
る
こ
と
疑
を
容
れ
な
い
。
同
種
の
事



件
は
日
刊
平
民
六
号
四
十
年
一
月
二
十
四
日
に
も
「
メ
キ
シ
コ
移
民
の
逃
亡
」
と
見
え
、
熊
本
移
民
会
社
メ
キ
シ
コ
出
張
所
洞
野
広
鉢
及
び
東

洋
移
民
会
社
代
理
人
斉
藤
千
之
に
よ
り
、
新
着
の
移
民
の
四
分
の
三
が
逃
亡
レ
て
ア
メ
リ
カ
に
入
っ
た
事
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
場

合
は
前
固
に
異
り
、
三
十
九
年
十
二
月
中
に
公
使
館
書
記
が
炭
坑
を
視
察
し
、
そ
の
報
告
に
基
き
荒
川
公
使
が
移
民
の
米
国
行
き
の
自
由
を
厳

達
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
逃
亡
と
見
ら
れ
る
点
が
み
の
る
。
平
民
新
聞
は
こ
れ
に
関
し
て
、

「
公
使
館
が
逃
亡
を
懲
題
し
た
り
と
は
信
じ
難
け

れ
ど
も
、
従
来
メ
キ
シ
コ
移
民
が
労
働
の
苦
痛
に
堪
え
兼
ね
合
衆
国
の
楽
土
を
慕
ふ
て
逃
亡
す
る
も
の
断
へ
ぎ
り
し
は
世
人
の
知
る
所
な
り
云

々
」
と
い
う
。
日
刊
平
民
六
人
号
四
十
年
四
月
六
日
の
分
に
も
「
メ
キ
シ
コ
の
日
本
労
働
者
」
と
題
し
て
、
メ
キ
シ
コ
中
央
鉄
道
建
設
の
た
め

の
日
本
人
労
働
者
一
、
四
O
O名
の
大
部
分
が
逃
亡
、
残
り
二
五
O
名
と
報
じ
て
い
る
。

次
に
ハ
ワ
イ
移
民
に
つ
い
て
見
る
と
、
週
刊
平
民
三
号
（
三
十
六
年
十
一
月
二
十
九
日
）
に
は
月
刊
雑
誌
「
布
睦
」
第
四
号
よ
り
、
移
民
の

言
葉
と
し
て
次
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
「
予
等
は
愛
国
を
時
号
し
て
郷
国
を
辞
し
た
る
に
非
ぎ
り
き
。
予
等
は
忠
君
を

標
織
し
て
異
邦
に
来
れ
る
に
て
は
非
ぎ
り
き
。
額
の
汗
に
由
り
て
鉄
の
如
く
強
き
腕
に
由
り
て
、
予
等
は
独
立
し
て
生
活
せ
ん
と
欲
せ
る
が
故

に
比
処
に
移
れ
る
な
り
。
・
・
予
等
の
脚
は
深
く
異
邦
の
土
に
固
着
せ
り
。
・
・
予
等
は
此
土
に
て
妻
を
迎
へ
此
土
に
て
家
を
な
し
、
子
孫
を
設
け

ぬ
。
・
・
此
土
の
人
民
我
等
の
力
を
讃
ふ
。
日
本
の
勢
力
は
此
に
地
盤
を
造
り
き
。
愛
国
を
標
轍
せ
ざ
り
し
と
雄
も
今
や
予
等
は
日
本
膨
脹
軍
の

名
誉
ゐ
る
兵
士
な
り
と
称
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
。
予
等
は
日
本
を
忘
れ
ず
、
然
し
国
家
の
力
を
借
ら
で
独
力
信
ず
る
所
を
な
さ
ん
」

乙
の
感
慨
に
は
当
時
の
ハ
ワ
イ
移
民
の
複
雑
な
心
理
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
平
民
新
聞
は
こ
れ
に
次
い
で
「
彼
等
は
会
社
の
冷
淡
な
る
眼
に

見
送
ら
れ
若
し
く
は
冷
淡
な
る
見
送
を
さ
へ
与
へ
ら
れ
ず
し
て
千
里
に
向
い
つ
つ
あ
る
」
と
い
い
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
ハ
ワ
イ
移
民
労
働
者
た

ち
の
本
国
へ
の
送
金
が
、
三
十
五
年
度
中
五
百
廿
四
万
円
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
当
時
ハ
ワ
イ
に
於
け
る
封
働
力
の
不
足
は
大

き
く
、
新
紀
元
六
号
（
三
十
九
年
四
月
十
日
）
に
よ
れ
ば
、
ハ
ワ
イ
に
て
は
労
働
力
不
足
の
た
め
日
本
人
労
働
者
の
賃
金
月
十
五
弗
か
ら
十
九

弗
に
上
り
、
賃
金
引
下
げ
の
た
め
ハ
ワ
イ
の
資
本
家
は
米
本
固
に
対
し
中
国
人
労
働
者
入
国
許
可
、
西
洋
人
、
印
度
人
労
働
者
招
聴
に
奔
走
し

所
調
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一O
九



所
謂
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

。

て
成
ら
ず
、
日
本
政
府
に
移
民
増
加
の
運
動
中
な
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
（
「
布
睦
の
移
民
新
計
刷
」
）
そ
う
し
た
中
で
ハ
ワ
イ
日
本
人
は
三
十

八
年
五
月
廿
七
日
か
ら
三
十
日
間
、
二
千
八
百
名
の
農
業
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
、
悪
質
監
督
者
の
排
除
、
賃
金
値
上
げ
、
薪
炭
飲
料

水
の
増
給
を
要
求
し
、
警
察
官
及
び
軍
隊
と
戦
い
な
が
ら
終
に
耕
主
ハ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ド
会
社
か
ら
自
己
の
要
求
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。

直

言
二
十
号
、
三
十
八
年
六
月
十
八
日
）
し
か
し
ハ
ワ
イ
移
民
に
も
北
米
の
高
賃
銀
を
慣
れ
る
気
持
は
強
く
、

ハ
ワ
イ
か
ら
米
本
土
へ
の
転
住
者

が
絶
え
な
か
っ
た
。
殊
に
甘
藤
刈
入
期
に
は
そ
れ
が
甚
し
く
、
こ
の
こ
と
が
四
十
年
の
学
童
問
題
か
ら
四
十
一
年
の
日
米
紳
士
協
定
を
ひ
き
お

こ
す
原
因
と
な
っ
た
事
は
後
述
す
る
。

さ
て
最
後
に
北
米
太
平
洋
岸
邦
人
移
民
に
つ
い
て
は
、

そ
の
人
口
八
万
、

（
日
刊
平
民
、

四
十
九
号
「
桑
港
日
本
人
協
会
の
訴
」
）
九
万
、

（
直
言
廿
号
「
社
会
主
義
者
の
見
た
る
日
本
」
）
十
万
、
（
光
廿
五
号
「
米
国
テ
キ
サ
ス
よ
り
」
）
等
と
数
え
ら
れ
、

ア
メ
リ
カ
国
勢
調
査
．

日

本
領
事
館
、
日
本
人
会
調
査
に
よ
る
統
計
人
口
数
は
四
O
年
八
九
、
五
七
三
、
四
一
年
一

O
三
．
六
八
三
で
あ
る
。

（
日
米
文
佑
交
渉
史
、
五

移
住
篇
九
三
頁
）
そ
し
て
ま
た
「
十
五
万
エ
イ
カ
！
の
土
地
を
耕
作
し
て
年
々
五
千
万
に
上
る
収
得
あ
り
」
と
い
わ
れ
る
。

（
日
刊
平
民
四
十

九
号
同
上
）
勿
論
そ
れ
は
太
平
洋
岸
に
あ
る
農
耕
民
ゃ
、
テ
キ
サ
ス
地
方
に
お
け
る
米
作
農
民
な
ど
の
比
較
的
成
功
せ
る
場
合
で
あ
る
。
当
時

米
国
在
住
者
の
中
社
会
主
義
者
で
あ
り
且
つ
最
も
学
識
あ
り
、
平
民
新
聞
へ
の
寄
稿
者
で
あ
っ
た
金
子
喜
一
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
彼
等
移
民
中

文
字
あ
る
程
度
の
も
の
は
「
百
に
対
す
る
八
・
九
」
、

三
十
三
年
度
移
民
の
中
「
手
に
職
ゐ
る
者
」
千
七
百
九
十
三
人
に
対
し

「
手
に
職
な
き

も
の
」
六
千
五
十
五
人
と
さ
れ
、
職
能
の
分
化
と
特
殊
技
能
の
要
求
甚
し
い
北
米
に
於
て
は
、

「
手
に
職
な
き
者
」
の
多
い
こ
と
が
最
も
不
利

な
条
件
と
な
る
こ
と
を
云
っ
て
、
単
に
中
等
移
民
｜
普
通
教
育
程
度
の
移
民
ー
で
は
な
く
、
職
能
移
民
養
成
の
必
要
を
強
調
し
て
い
る
の
は
適

切
で
あ
っ
た
。

（
週
間
平
民
二
号
、
三
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
金
子
「
移
民
問
題
｜
職
業
移
民
」
）

而
し
て
こ
の
最
も
不
利
な
条
件
の
移
民
、
即
ち
中
等
の
教
育
ゐ
り
、
し
か
も
特
殊
技
能
な
き
青
年
た
ち
が
如
何
な
る
状
態
に
あ
っ
た
か
は
、

「
光
」
廿
一
号
〈
三
十
九
年
九
月
十
五
日
）
に
引
用
さ
れ
た
新
公
論
所
載
井
上
啓
次
郎
の
「
米
国
に
来
る
勿
れ
」
が
よ
く
そ
の
一
端
を
伝
え
て



い
る
。
日
く
「
青
年
が
所
謂
煽
動
家
の
口
車
に
乗
せ
ら
れ
て
青
春
燃
ゆ
る
が
如
、
き
大
望
に
馳
b
れ
、
や
ふ
や
く
渡
米
の
目
的
を
達
し
た
と
せ

ょ
、
彼
等
の
結
果
は
如
何
」
・
「
奴
隷
根
性
の
養
成
と
な
る
、
軽
一
樽
根
怯
の
実
行
と
な
る
、
酒
と
京
と
賭
博

ω三
者
に
近
づ
く
。
遂
に
ア
メ
ゴ
ロ

と
な
り
て
滞
米
十
年
禁
中
一
弗
を
余
さ
ぎ
る
の
無
頼
漢
と
な
る
。
」
更
に
「
活
動
の
日
本
」

か
ら
の
引
用
文
「
米
国
に
お
け
る
日
本
学
生
の
状

態
」
に
よ
れ
ば
、
太
平
洋
岸
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
ポ
l
ト
ラ
ン
ド
・
シ
ャ
ト
ル
の
み
で
、

「
破
謡
付

い
て
居
る
日
本
の
学
生
」
は
入
千
人
、
そ
の
九
分
九
厘
ま
で
が
「
見
る
も
幅
吐
の
出
る
よ
う
な
」
惨
世
た
る
堕
揺
の
状
回
に
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
革
命
事
件
が
日
本
に
報
ぜ
ら
れ
た
時
、
こ
の
事
件
が
こ
れ
ら
一
部
の
無
頼
青
年
の
仕
・
業
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
た
の
に
対
し
、
幸
徳
秋
水
は

彼
等
が
「
米
国
に
あ
り
て
熱
心
に
主
義
を
伝
道
せ
る
有
為
の
青
年
に
し
て
多
く
は
高
等
学
校
其
他
語
学
校
の
生
徒
に
し
て
無
頼
の
書
生
に
非

ず
」
と
、
諸
新
聞
の
「
無
責
任
な
る
漫
罵
を
戒
め
」
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ら
青
年
の
現
実
の
生
活
は
、

「
心
な
き
人
」
の
眼
に
は
所
謂
ア
メ
ゴ

ロ
と
も
眺
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
事
は
察
せ
ら
れ
る
。
即
ち
「
米
国
ニ
於
ケ
ル
日
本
草
明
党
ノ
状
況
」
な
ど
に
よ
っ
て
社
会
革
命
克
員
の
職
業
を

検
出
し
て
見
る
と
、
植
山
治
太
郎
は
日
本
人
日
傭
人
夫
宿
泊
所
経
営
及
び
周
旋
業
、
竹
凡
鉄
五
郎
は
コ
ッ
ク
、
岩
佐
作
太
郎
は
ス
ク
ー
ル
ボ
l

ィ
、
日
傭
人
夫
、
小
成
田
恒
郎
は
コ
ッ
ク
、
小
川
金
治
は
家
内
労
働
者
、
幸
徳
幸
衛
は
日
傭
人
夫
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
職
種
の
労
働
者
の

境
遇
の
悲
惨
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
秋
水
自
身
も
渡
米
中
の
論
説
「
日
本
移
民
と
米
国
」
に
於
て
、

「
太
平
洋
岸
に
あ
る
米
国
子
女
は
以
為
ら

く
、
日
本
人
は
米
国
子
女
の
た
め
に
ス
ク
ー
ル
ボ

l
イ
若
し
く
ば
ハ
ウ
ス
ウ
ォ

l
ク
を
為
す
人
橿
な
り
と
、
・
・
若
し
我
同
胞
語
公
に
し
て
其
衣

食
金
銭
の
た
め
に
馳
ら
る
る
な
く
ん
ば
、
融
か
外
国
子
女
の
た
め
に
日
々
皿
を
洗
ひ
窓
を
拡
ふ
を
喜
ぶ
も
の
あ
ら
ん
や
、
誰
が
四
千
哩
の
異
域

に
お
三
権
助
と
な
っ
て
叱
陀
さ
れ
顧
使
さ
る
る
に
甘
ん
ず
る
者
ゐ
ら
ん
や
」
と
、

こ
の
状
態
を
日
本
国
家
の
政
治
的
・
経
済
的
組
織
の
欠
陥
と

し
て
憤
り
、
且
つ
そ
の
移
民
の
生
活
を
「
寂
莫
也
．
蔭
欝
也
、
殺
伐
也
、
残
忍
也
」
、
「
責
任
の
念
薄
く
し
て
放
縦
に
陥
り
易
く
」
・
「
在
米
日
本

人
の
性
情
日
に
賊
残
せ
ら
れ
、
品
格
の
日
に
汚
下
し
行
く
」
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
（
「
在
米
邦
人
は
幸
福
な
り
や
」
）

革
命
・
天

長
節
両
事
件
の
如
、
き
も
こ
の
移
民
の
一
般
的
状
況
、
殊
に
こ
の
在
米
青
年
の
状
況
に
温
床
を
有
っ
て
い
た
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
れ
ら
一

所
謂
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺
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般
の
状
況
が
そ
の
ま
ま
個
人
的
無
自
覚
の
中
に
停
滞
す
れ
ば
、
そ
れ
は
正
に
「
瞳
吐
を
催
す
」
デ
カ
ダ
ン
ス
に
留
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

こ
の
よ
う
な
彼
等
が
何
ら
か
の
形
で
結
合
し
、

れ
ら
青
年
た
ち
の
団
結
を
指
導
し
た
も
の
が
、
河
上
捕
で
あ
り
、
片
山
潜
で
あ
り
、
安
部
磯
雄
で
あ
り
、
幸
徳
秋
水
で
あ
る
時
、
彼
等
の
ゆ
く

一
つ
の
自
覚
へ
導
か
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
如
何
な
る
方
向
へ
で
あ
ろ
う
か
。
殊
に
こ

べ
き
方
向
は
自
ら
規
定
さ
れ
、
そ
の
自
己
表
出
は
激
越
佑
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

在
米
日
本
人
社
会
主
義
団
体
の
成
立

既
に
明
治
三
十
年
片
山
潜
は
キ
ン
グ
ス
レ

l
館
事
業
の
中
で
「
渡
米
案
内
」
の
著
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
渡
米
し
た
青
年
の
中
に
は
片
山
の
思

想
に
触
れ
て
い
る
者
が
あ
り
、
ま
た
三
十
六
年
週
刊
平
民
新
聞
創
立
と
同
時
に
渡
米
し
、
非
戦
論
を
以
っ
て
ア
メ
リ
カ
社
会
主
義
者
聞
に
活
躍

し
た
彼
の
思
想
に
感
激
し
た
青
年
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
社
会
主
義
者
沿
革
に
も
社
会
革
命
党
員
の
中
片
山
の
影
響
を
受
け
た
も
の
の
あ

る
事
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
主
義
者
青
年
の
結
社
は
比
較
的
遅
く
、
そ
の
最
初
の
も
の
は
、
三
十
七
年
三
月
六
日
の
週
間
平
民

十
七
号
に
片
山
の
米
国
通
信
中
、

「
河
上
清
民
は
シ
ャ
ト
ル
社
会
党
組
織
の
た
め
尽
力
さ
れ
、
吾
人
は
弦
に
始
め
て
天
下
晴
れ
て
正
々
堂
々
『

日
本
人
社
会
党
』
の
誕
生
を
見
る
事
を
得
た
り
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
党
員
は
河
上
清
・
今
城
光
徳
・
尾
崎
善
城
・
中
西
周
尚

・
大
沢
音
吉
・
清
水
三
郎
・
中
島
勝
次
外
一
名
の
人
名
と
さ
れ
る
。

こ
の
シ
ャ
ト
ル
日
本
社
会
党
と
ほ
ぼ
同
時
に
成
立
し
た
の
が
「
桑
港
社
会
主
義
協
会
」
で
あ
り
、
週
刊
平
民
五
十
一
号
（
三
十
七
年
十
月
三

十
日
）
に
「
今
春
」
と
見
え
る
。

こ
れ
は
片
山
の
渡
米
を
機
と
し
て
「
二
三
人
の
同
志
相
集
ま
り
」
結
成
し
た
も
の
、
そ
の
微
力
「
俗
人
の
唾

笑
を
買
ふ
の
み
」
と
報
告
し
て
は
い
る
が
、
当
地
に
お
け
る
平
民
新
聞
及
平
民
文
庫
の
仲
介
宣
伝
を
申
出
て
い
る
。
そ
の
会
員
名
は
不
明
で
あ

る
が
、
恐
ら
く
こ
の
協
会
を
中
核
と
し
て
集
合
し
た
の
が
、
三
十
八
年
一
月
廿
一
日
桑
港
及
び
オ
ー
グ
ラ
ン
ド
在
留
邦
人
社
会
主
義
者
の
新
年

小
会
で
あ
っ
て
、
〈
直
言
四
号
）

会
合
者
十
一
名
が
自
己
紹
介
を
行
っ
て
い
る
か
ら
殆
ん
ど
最
初
の
会
合
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
中
後



の
社
会
革
命
党
員
と
芯
る
者
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
会
合
者
は
市
川
藤
一
・
念
持
善
三
郎
・
岩
佐
作
太
郎
・
大
沢
信
卿
・
丸
岡
重
光
・
西
条
了
・

塩
沢
議
男
・
山
崎
今
朝
弥
・
竹
内
余
所
次
郎
・
岡
繁
樹
・
赤
羽
一
で
め
る
。

こ
の
メ
ン
バ
ー
は
二
月
十
一
日
に
も
再
び
会
合
し
て
、
そ
の
際
に

桑
港
と
オ
1
ク
ラ
ン
ド
の
社
会
主
義
者
の
聯
合
が
正
式
に
決
定
お
れ
、
演
説
と
会
計
報
告
が
あ
り
、
幹
事
を
市
川
か
ら
岩
佐
に
引
き
つ
い
で
い

（
直
言
八
号
．
三
十
八
年
三
月
二
十
六
日
）
か
く
て
彼
等
は
三
月
以
降
主
義
の

る
の
で
、
会
の
体
裁
も
ほ
ぼ
整
っ
て
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

宣
伝
に
乗
出
し
、
三
月
中
二
回
、
四
月
中
一
回
の
演
説
会
を
関
与
己
、
四
月
廿
六
日
に
は
安
部
磯
雄
を
囲
ん
で
の
茶
話
会
が
持
た
れ
、
席
上
討
論

を
行
っ
て
い
る
。

乙
の
時
の
会
合
者
中
に
は
新
し
く
、
中
沢
・
鷺
谷
・
小
村
・
菅
沼
・
田
宮
・
山
田
の
同
志
名
が
見
え
る
。
更
に
四
月
三
十
日

は
メ
ー
デ
ー
前
夜
祭
で
、
独
・
仏
6

猶
・
芥
の
諸
国
人
に
加
わ
っ
て
、
岩
佐
が
日
本
人
を
代
表
し
て
演
説
し
て
い
る
。

（
直
言
十
七
号
、
三
十

八
年
五
月
二
十
八
日
「
北
米
桑
港
よ
り
、
岩
佐
作
太
郎
」
）

こ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ォ
l
ク
ラ
ン
ド
日
本
人
社
会
主
韓
協
会
と
も
い
う
べ
き
彼
等
の
行
動
は
、

以
後
秋
水
の
渡
米
ま
で
報
告
が
な

ぃ
。
こ
の
間
五
月
廿
日
に
は
前
述
の
ハ
ワ
イ
邦
人
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
り
、
そ
の
中
心
に
革
新
同
盟
会
の
活
躍
が
報
ぜ
ら
れ
、
日
本
政
府
に
対

す
る
移
民
保
護
の
要
求
三
ケ
条
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
社
会
主
義
団
体
か
否
か
は
明
か
で
な
い
。
（
直
言
二
十
号
）

叉
直
言
三
十
号

に
よ
る
と
「
北
米
フ
レ
ス
ノ
社
会
主
義
研
究
会
」
の
成
立
が
報
ぜ
ら
れ
て
居
り
、
「
新
世
界
」
新
聞
社
の
フ
レ
ス
ノ
支
社
竹
内
、

「
日
米
」
新
聞

の
宮
野
の
二
人
が
市
中
有
志
を
糾
合
し
て
社
会
主
義
研
究
会
を
聞
い
た
と
め
る
が
、

こ
れ
も
必
し
も
主
義
信
奉
者
の
集
り
で
は
な
く
、
主
義
の

是
非
を
研
究
す
る
性
質
の
も
の
の
よ
う
で
ゐ
る
。
ま
た
「
光
」
一
号
（
三
十
八
年
十
一
月
二
十
日
）
に
金
子
喜
一
の
報
告
と
し
て
、
岡
繁
樹
が

桑
港
出
品
巾
印

ス
ト
リ
ー
ト
六
八
O
審
に
「
平
民
社
」
を
起
し
、
社
会
主
識
に
関
す
る
日
本
の
新
聞
雑
誌
書
籍
類
の
取
次
ぎ
、
渡
米
者
の
便
宜

を
は
か
る
な
ど
の
事
業
を
始
め
た
と
ゐ
り
、

「
此
平
民
社
は
将
来
必
ず
桑
浴
に
お
け
る
日
本
人
社
会
主
義
淫
動
の
中
心
と
な
る
事
と
思
は
れ
ま

す
』
と
云
っ
て
い
る
。
当
時
の
報
告
の
遅
れ
か
ら
考
え
て
、

こ
の
平
民
社
の
設
立
は
九
・
十
月
の
頃
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
乙
の
前
後
邦
人

社
会
主
義
者
の
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
場
所
は
、
在
留
邦
人
の
先
駆
者
と
称
せ
ら
れ
る
安
孫
子
久
太
郎
の
福
音
会
・
仏
教
青
年
会
・
岡
の
平
民

所
謂
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一一一一一



所
謂
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一
一
四

社

そ
れ
と
少
し
後
の
事
に
な
る
が
バ
ー
ク
レ
ー
の
植
山
治
太
郎
経
営
の
「
レ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
」
・
ォ
l
ク
ラ
ン
ド
の
土
曜
会
集
会
所
な
ど
で
あ

っ
た
。以

上
の
よ
う
な
在
米
邦
人
の
社
会
主
義
者
の
運
動
に
一
つ
の
大
き
な
結
節
点
を
与
え
、
そ
の
活
動
を
劃
期
的
に
蛾
烈
化
し
た
の
が
秋
水
の
渡

米
で
あ
っ
た
。
彼
は
三
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日
シ
ャ
ト
ル
着
、

こ
こ
で
「
多
少
の
社
会
主
義
者
若
く
は
社
会
主
義
研
究
者
を
見
出
し
た
」
と

い
っ
て
い
る
（
光
五
号
、
「
シ
ャ
ト
ル
市
よ
り
」
）
の
は
前
述
シ
ャ
ト
ル
日
本
社
会
党
の
メ
ン
バ
ー
の
事
で
あ
ろ
う
。
桑
港
に
彼
を
出
迎
え
た
人

々
の
中
に
は
岡
・
岩
佐
・
市
川
・
中
沢
・
倉
持
な
ど
十
余
名
の
同
志
が
あ
っ
た
。

（
光
五
号
、
桑
港
よ
り
ハ
門
）
十
二
月
六
日
、
平
民
社
に
同
志

集
合
し
て
、
こ
こ
で
毎
日
曜
日
の
集
会
が
決
定
。
七
日
に
は
無
政
府
主
義
者
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
家
に
無
神
論
者
キ
ツ
ダ
l
、
ロ
シ
ヤ
革
命
党
員
フ

リ
ツ
ジ
夫
人
と
共
に
秋
水
・
岡
夫
妻
・
加
藤
・
西
沢
・
西
条
・
渡
辺
が
集
会
、
（
「
光
」
同
上
）
九
日
桑
港
社
会
党
員
四
邑
の
来
訪
、
十
日
桑

港
社
会
党
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
ジ
ョ
ー
ジ
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の
来
訪
あ
り
、
秋
水
も
桑
港
社
会
党
に
入
党
し
た
。
（
「
光
」
五
号
、
桑
港
よ
り
同
）

こ
の
秋
水
の
桑
港
社
会
党
と
の
関
聯
が
媒
介
と
な
っ
て
邦
人
社
会
主
義
者
と
米
人
社
会
党
と
の
交
渉
が
密
接
に
な
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。
十

四
日
は
回
邑
方
の
社
会
党
小
集
会
、
十
五
日
に
は

I
・
w－W
か
ら
の
集
会
出
席
万
の
依
頼
が
あ
る
。

十
六
日
は
「
ジ
ョ
ー
ジ
ウ
ィ
リ
ア
ム

ス
以
下
白
人
数
十
名
に
交
つ
て
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ

l
ト
ホ
テ
ル
で
の
演
説
会
」
。
岩
佐
作
太
郎
の
開
会
の
辞
、
桑
港
社
会
覚
。
・
出
－

r
E
m
の
演

説
に
つ
づ
い
て
秋
水
の
演
説
。

「
戦
後
に
於
け
る
日
本
国
民
の
堕
落
と
窮
民
の
状
を
述
べ
て
、
普
通
選
挙
と
社
会
主
義
の
実
行
の
急
を
訴
え
」

た
。
（
「
光
」
六
号
、
桑
港
よ
り
目
）

明
く
れ
ば
三
十
九
年
。

一
月
六
日
の
オ
l
ク
ラ
ン
ド
在
米
邦
人
有
志
演
説
会
も
「
加
州
白
人
社
会
党
本
部
会
堂
」
を
借
り
、

植
山
が
司
会

し
、
「
ソ
シ
ア
リ
ス
ト
ヴ
オ
イ
ス
」
記
者
マ
ク
ラ
ヴ
イ
ッ
ト
の

「
万
国
労
働
者
提
携
」
の
演
説
と
秋
水
の

「
社
会
主
義
の
要
領
」
に
つ
い
て
の

演
説
が
あ
っ
た
。
彼
は
オ
l
ク
ラ
ン
ド
の
主
義
者
に
つ
い
て
「
オ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
日
本
人
中
に
は
新
智
識
あ
る
学
生
が
多
い
の
で
、
社
会
主
義

は
案
外
拡
ま
っ
て
を
る
や
う
で
す
。
将
来
此
と
桑
港
両
処
の
同
志
が
聯
合
し
て
働
け
ば
大
い
に
勢
力
を
得
て
来
る
こ
と
と
信
じ
ま
す
」
と
い
っ



て
い
る
。

（
「
光
」
七
旬
、
桑
描
よ
り
側
）
王
・
桑
向
地
の
聯
合
は
既
に
決
議
忘
れ
な
が
ら
そ
の
実
際
に
於
一
に
は
未
だ
し
の
感
か
み
の
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
七
臼
は
平
民
社
で
の
小
渠
会
。
十
四
日
の
福
耳
目
会
で
の
研
究
会
は
予
ね
て
訳
定
芯
れ
て
い
た
定
例
研
究
会
（
月
二
回
）
の
第
一

回
で
、
出
席
者
は
畠
持
・
岩
位
・
市
川
・
西
条
・
長
谷
川
。
こ
の
会
の
主
－
旨
は
「
当
地
日
本
人
間
向
志

ω伝
道
は
．
先
づ
定
則
の
討
論
研
究
会

よ
り
始
む
る
こ
と
」
に
あ
り
、
秋
水
が
こ
の
会
合
に
他
日
一
栄
亜
日
本
人
閣
の
社
会
主
義
忠
組
制
興
の
原
副
刀
に
ら
ん
こ
と
ぞ
期
待
し
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
（
「
光
」
八
号
、

桑
港
よ
り
同
）
秋
水
は
こ
こ
で
は
被
等
に
社
会
玉
轟
の
原
則
論
を
打
ち
込
ま
う
と
し
て
居
り
、

、γ
P
J
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；
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公
式
論
的
な
そ
の
思
考
の
型
は
「
革
命
」
な
ど
に
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
う
し
て
秋
水
を
中
心
に
結
集
さ
れ
て
ゆ
く
在
米
邦
人
社
会
主
義
者
の
周
辺
に
、
注
目
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
事
柄
が
明
確
に
な
っ
て
ゆ
く
。

そ
の
第
一
は
移
民
問
題
で
、
こ
れ
に
関
し
て
は
前
述
移
民
の
一
般
状
況
の
中
に
も
触
れ
た
が
、
尚
、
そ
の
激
佑
し
た
形
で
の
排
日
問
題
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。
第
二
は
彼
等
の
無
料
論
者
、
唯
物
論
者
、

ロ
シ
ヤ
革
命
覚
良
と
の
接
触
、
と
い
う
よ
り
も
、

ロ
シ
ヤ
革
命
の
影
響
の
点
で
あ

る
。
殊
に
一
月
廿
一
日
オ
l
ク
ラ
ン
ド
に
お
け
る
赤
い
日
曜
日
紀
念
会
の
感
銘
な
ど
は
大
き
な
作
用
を
彼
等
に
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
乙
れ

は
万
国
労
働
者
同
盟
の
後
援
の
下
に
行
わ
れ
、

「
世
界
工
業
労
働
組
合
代
表
」
ア
ン
ソ
ニ

l
、
オ
リ
ー
ブ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
夫
人
、
米
国
社
会
覚
ア

ウ
ス
チ
ン
ル
イ
ス
に
交
っ
て
秋
水
が
演
説
し
た
。
そ
の
感
激
が
彼
に
思
組
的
変
化
を
与
え
た
事
は
乙
の
前
後
の
「
桑
港
よ
り
」
や
「
一
波
万

波
」
に
見
え
る
所
で
、
彼
が
革
命
的
潮
流
を
、
以
っ
て
必
然
的
な
世
界
的
忌
潮
と
確
信
す
る
に
至
っ
た
の
も
こ
の
紀
念
日
を
機
と
す
る
。
こ
の
感

動
は
同
時
に
在
米
邦
人
社
会
王
識
者
の
も
の
で
め
っ
た
と
も
い
え
よ
っ
。
彼
等
が
や
が
て
自
ら
の
党
を
「
社
会
革
命
党
」
と
名
づ
け
、
そ
の
機

関
紙
に
「
革
命
」
と
命
名
し
、
そ
の
手
段
と
し
て
「
暗
殺
主
議
」
を
制
限
鶴
す
る
に
至
っ
た
こ
と
の
周
辺
と
し
て
、
以
上
の
点
は
見
逃
せ
な
い
。

第
三
は
彼
等

ω思
組
制
刷
で
め
る
u

ニ
A
十
一
日
指
首
会
云
墜
に
お
り
る
封
ニ
凶
附
究
去
に
つ
い
て
、
秋
水
ほ
育
年
通
が
価
格
問
題
・
倫
坦
岡

題
・
宗
教
問
題
を
好
ん
で
討
論
す
る
こ
と
を
云
い
、

「
彼
等
の
多
致
は
歴
史
的
唯
物
論
か
ら
割
出
し
た
科
学
的
社
会
主
義
者
、
即
マ
ル
ク
ス
派

の
人
々
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
唯
物
論
に
つ
い
て
は
前
掲
二
俣
の
佐
々
城
宛
書
状
の
中
に
も
、
彼
等
の
暴
力
主
義
が
つ
ま
り
は
環
境

所
謂
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一
一
五



所
調
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一
一
六

の
致
す
所
と
い
う
革
命
党
員
た
ち
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
た
こ
の
唯
物
論
が
忠
君
愛
国
の
否
定
、
天
皇
の
権
威
否
認
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
彼
等
の
所
論
の
骨
子
と
も
い
う
べ
く
、
四
十
年
一
月
二
十
四
日
の
御
真
影
事
件
に
関
し
て
書
か
れ
た
「
時
事
評
論
｜
忠
君
愛
国
の
犠

牲
」
、
「
革
命
」
第
一
号
「
乱
雲
飛
雲
」
、
第
三
号

「
兵
士
諸
君
に
与
ふ
」
、
「
『
ミ
カ
ド
』
ニ
対
ス
ル
日
本
人
ノ
迷
信
」
、
そ
し
て
四
十
年
十
一
月

三
日
の
天
長
節
事
件
を
ひ
き
お
こ
し
た
「
我
徒
は
暗
殺
主
義
の
実
行
ぞ
主
張
す
」
の
撒
文
に
至
る
ま
で
皆
同
一
論
調
で
あ
る
。
即
ち
人
類
は
猿

類
の
進
佑
せ
る
も
の
と
の
立
場
か
ら
人
類
平
等
を
主
張
し
、
国
王
・
資
本
家
の
収
奪
を
攻
撃
し
、
戦
争
に
よ
る
殺
裁
行
為
を
否
定
す
る
。
こ
の

種
の
思
想
は
日
本
に
於
て
も
四
十
年
頃
に
は
森
近
運
平
な
ど
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
秋
水
に
も
こ
の
思
想
は
既
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
彼
自
身
渡
米
以
前
に
は
露
骨
な
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
在
米
日
本
人
の
こ
の
唯
物
論
は
秋
水
の
影
響
と
い
う
よ
り
も
彼
等
自

体
米
国
に
於
て
獲
得
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
、

‘
「
革
明
党
ノ
状
況
」
や
「
社
会
主
義
者
沿
革
」
に
よ
れ
ば
こ
の
唯
物
論
は
「
バ
ー
ク
レ
ー
の

米
人
ジ
ヤ
ッ
ク
ロ
ン
ド
ン
」
の
影
響
と
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ン
ド
ン
は
元
来
親
日
家
で
あ
っ
た
が
、
来
日
中
日
本
官
憲
の
虐
待
に
よ
っ
て
極
端
な

排
日
家
と
な
り
、
桑
港
一
帯
の
排
日
感
情
を
燭
っ
た
人
物
と
さ
れ
る
。
渡
米
前
既
に
枯
川
と
共
に
「
共
産
党
宣
言
」
を
翻
訳
し
正
統
マ
ル
キ
ス

ト
を
称
し
た
秋
水
が
、
乙
の
在
米
主
読
者
に
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
を
見
出
し
て
喜
ん
だ
の
は
当
然
と
し
て
、
以
上
の
知
き
在
米
日
本
青
年
の
思
考
が

果
し
て
科
学
的
社
会
主
義
の
名
に
価
す
る
か
否
か
は
問
題
が
あ
り
、
青
年
達
の
思
題
傾
向
が
当
時
の
秋
水
の
考
え
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
い
さ
さ
か
疑
問
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
秋
水
は
入
獄
中
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
目
覚
め
、
米
国
帰
朝
後
に
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
在
米
中
は
ま
だ
そ
の
模
索
中
で
あ
り
、
ま
だ
マ
ル
キ
ス
ト
的
な

6
の
が
尾
を
引
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ

に
対
し
て
在
米
社
会
主
義
者
遥
の
聞
に
は
学
問
的
な
意
味
で
の
マ
ル
ク
ス
主
畿
は
と
も
か
く
、
そ
の
環
境
か
ら
既
に
無
政
府
主
義
的
急
進
的
感

情
が
濃
か
っ
た
と
思
わ
れ
、

こ
の
点
神
崎
清
民
の
「
革
命
伝
説
天
皇
暗
殺
の
巻
」
に
引
用
さ
れ
た
岩
作
の
「
在
米
運
動
史
」
中
、
岩
佐
と
秋
水

の
初
対
面
の
時
の
討
論
で
岩
佐
の
万
が
無
政
府
主
義
を
理
組
と
す
る
立
場
か
ら
秋
水
の
社
会
主
義
を
批
判
し
て
い
る
の
は
興
味
が
深
い
。

而
し
て
以
上
の
よ
う
な
秋
水
の
思
想
の
変
佑
を
示
す
傍
証
と
レ
て
、
ま
た
在
米
邦
人
社
会
主
義
者
た
ち
の
周
辺
の
第
四
点
と
し
て
も
、
米
国



の
社
会
党
と
の
交
渉
の
問
題
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
u

前
述
の
如
く
秋
水
の
渡
米
以
来
、
そ
の
国
際
的
集
会
に
お
い
て
、
主
と
し
て
秋
水
に
接

近
し
た
の
は
米
国
社
会
党
で
あ
る
。
当
時
米
国
に
お
け
る
社
会
王
議
党
派
と
し
て
は
、
「
社
会
党
」
、

「
社
会
民
主
党
」
、

「
公
共
覚
」
、
「
社
会
労

働
党
」
が
あ
っ
た
。

直
言
二
十
人
号
（
三
十
八
年
八
月
十
三
日
）
「
日
本
人
排
斥
と
社
会
主
範
」
に
よ
れ
ば
、

十
七
年
オ
ラ
ン
ダ
に
於
け
る

万
国
社
会
党
大
会
に
ア
メ
リ
カ
社
会
党
委
員
提
出
の
「
東
洋
移
民
排
斥
」
（
否
決
）

の
件
に
対
す
る
斯
波
貞
吉
の
抗
議
に
対
し
、

社
会
労
働
党

機
関
紙
デ
イ
リ
ー
・
ピ

l
ピ
ル
主
宰
デ
リ
オ
ン
の
弁
明
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
排
日
決
議
案
は
「
社
会
党
」
・
「
社
会
民
主
党
」
、

「
公
共
党
」
の
提
議
で
あ
り
、

「
社
会
労
働
党
」
と
し
て
は
「
此
の
如
き
非
社
会
主
識
的
の
決
議
案
に
同
意
す
べ
き
に
非
ず
」
と
之
を
拒
絶
し

た
の
で
あ
る
。
前
三
派
と
社
会
労
働
党
の
排
日
問
題
に
対
す
る
態
度
の
差
は
四
十
年
の
学
童
事
件
に
於
て
明
白
に
な
る
。
し
か
る
に
秋
水
が
入

覚
し
た
の
は
前
者
で
あ
り
後
者
即
ち
社
会
労
働
党
を
認
識
し
は
じ
め
る
の
は
、
三
十
九
年
二
月
十
九
日
、
該
党
本
部
訪
問
以
後
の
事
で
あ
る
。

秋
水
は
こ
の
訪
問
に
際
し
て
日
本
人
排
斥
に
関
す
る
党
の
同
情
的
態
度
を
確
認
し
、

E
つ
伝
道
方
法
に
つ
い
て
大
道
演
説
の
示
唆
を
受
け
て
い

る。

「
光
」
十
号
の
「
桑
港
よ
り
ω川
」
及
び
「
光
」
十
一
号
の
「
桑
港
よ
り
出
」
に
は
秋
水
の
こ
の
米
国
の
社
会
党
の
二
派
の
対
立
的
差
別
へ

の
認
識
が
明
確
に
説
か
れ
る
に
至
り
、
社
会
党
労
働
党
の
「
革
命
的
労
働
組
合
」
主
義
へ
の
傾
倒
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
新
し
い
認
識
に

よ
っ
て
「
一
波
万
波
」
の
論
調
も
高
め
ら
れ
、
彼
の
移
民
問
題
に
関
す
る
二
つ
の
論
説
、
「
日
本
移
民
と
米
国
」
、
「
在
米
同
胞
は
幸
福
な
り
や
」

が
書
か
れ
、
そ
れ
ら
が
相
関
的
に
「
国
家
に
対
す
る
革
命
」
を
叫
ば
せ
る
に
至
っ
て
い
る
。

以
上
の
如
き
関
係
か
ら
秋
水
の
中
に
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ヂ
カ
リ
ス
ム
が
熟
し
た
結
果
が
彼
の
帰
国
に
際
し
て
の
、
六
月
一
日
オ

I
ク
ラ
ン
ド

に
お
け
る
社
会
革
命
党
の
結
成
と
な
っ
た
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
宣
言
及
び
綱
領
は
秋
水
の
筆
に
成
っ
た
。
党
員
名
簿
は
「
革
明
党
ノ

状
況
」
、
「
社
会
主
義
者
沿
革
」
に
見
え
、
総
数
五
十
二
名
を
数
え
る
が
、
そ
の
中
本
部
委
員
は
、
岩
佐
・
小
成
田
（
恒
郎
）
・
竹
内
（
鉄
五
郎
）

－
倉
持
・
幸
徳
（
幸
衛
）
・
小
川
金
二
・
大
和
久
伊
太
郎
・
小
川
亀
太
郎
・
長
谷
川
市
松
・
二
俣
・
佐
々
城
・
藤
崎
・
延
岡
・
植
山
の
十
四
名

で
あ
っ
た
。所

謂
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一
一
七



所
調
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一
一
八

四

社

会

草

命

党

の

行

動

秋
水
帰
国
後
、
社
会
革
命
党
員
た
ち
は
直
ち
に
行
動
を
始
め
た
。
そ
れ
は
秋
水
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
な
が
ら
果
さ
れ
な
か
っ
た
犬
道
演
説
に

よ
る
主
義
宣
伝
で
あ
る
。
六
月
十
日
オ
l
ク
ラ
ン
ド
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
街
に
赤
旗
を
樹
て
、
彼
等
は
群
衆
に
よ
び
か
け
た
。
長
谷
川
が
開
会
の

辞
を
の
べ
、
西
条
が
英
語
で
社
会
革
命
党
を
宣
言
し
、

「
我
等
は
肌
膚
の
色
彩
を
論
ぜ
ず
し
て
、
団
結
し
て
労
働
者
階
級
の
前
に
資
本
家
を
戦

傑
せ
し
め
よ
」
と
叫
ぴ
、
そ
の
直
後
警
官
に
控
致
さ
れ
た
。
竹
内
鉄
五
郎
も
「
万
国
の
労
働
者
諸
君
覚
醒
せ
よ
」
と
叫
ん
で
捕
え
ら
れ
た
。

こ

の
二
人
は
そ
の
後
の
交
渉
で
即
日
釈
放
さ
れ
、
十
三
日
に
は
裁
判
所
に
於
て
も
公
訴
却
下
と
な
っ
て
、
彼
等
は
大
道
演
説
の
許
可
を
も
得
て
い

る
か
ら
、
こ
の
事
件
は
無
許
可
の
路
傍
演
説
の
た
め
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
捕
え
ら
れ
た
二
人
の
釈
放
に
は
米
国
社
会
党
の
タ
l
ク
の
力
添

え
が
有
力
で
あ
っ
た
。

（
「
光
」
十
八
号
三
十
九
年
八
月
五
日
）
米
国
社
会
党
は
社
会
主
義
宣
伝
に
関
す
る
限
り
彼
等
の
味
方
で
あ
る
が
、
排

日
問
題
に
関
し
て
は
彼
等
の
敵
と
な
っ
た
。

乙
の
点
が
革
命
事
件
、

天
長
節
事
件
の
一
つ
の
周
辺
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
乙
の
「
光
」
の
項
の
終
り
に
「
来
る
十
七
日
」
に
再
び
路
傍
伝
道
を
行
う
予
告
が
見
え
、
更
に
「
光
」
十
七
号
に
「
咋
夜
例
に
よ
り
」
云

々
と
あ
り
、
こ
の
種
の
伝
道
は
機
会
あ
る
毎
に
続
行
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
ま
た
こ
の
十
七
号
に
は
社
会
草
命
党
の
「
太
平
洋
海
員
同
盟

の
ス
ト
ラ
イ
キ
」
に
対
す
る
支
援
の
状
況
が
詳
細
で
あ
る
。
そ
れ
は
六
月
二
十
日
前
後
の
事
で
あ
り
、
在
米
日
本
人
の
労
働
問
題
に
も
関
聯
し

て
い
た
。

乙
の
ス
ト
は
海
員
同
盟
が
船
主
同
盟
の
横
暴
に
対
し
て
起
し
た
も
の
で
、
船
主
側
は
海
員
同
盟
の
要
求
を
蹴
り
、
却
っ
て
東
洋
人
労

働
者
を
募
集
し
て
白
人
船
員
を
苦
し
め
よ
う
と
し
、
日
本
・
中
国
の
労
働
者
で
こ
れ
に
雇
わ
れ
る
も
の
も
あ
ら
わ
れ
た
。
社
会
革
命
党
は
こ
の

火
事
場
泥
棒
的
行
為
を
「
労
働
者
道
徳
を
露
踊
」
す
る
も
の
と
し
て
、
海
員
同
盟
に
支
援
の
申
入
れ
を
す
る
と
共
に
、
日
本
人
労
働
者
に
対
し

て
は
二
度
に
亘
っ
て
就
労
拒
否
を
行
な
う
よ
う
醤
告
を
発
し
た
。
「
若
し
夫
れ
諸
君
が
過
っ
て
そ
の
罪
悪
（
火
事
場
泥
棒
的
就
労
を
い
う
）
を
犯

す
あ
ら
ん
か
、
之
れ
我
が
同
胞
の
一
大
禍
根
也

d

彼
等
は
諸
君
を
以
っ
て
仇
敵
と
な
す
の
み
な
ら
ず
、
万
国
の
労
働
者
は
我
か
同
胞
を
以
っ
て



労
働
者
の
反
逆
人
種
と
な
さ
ん
。
斯
く
の
如
く
ん
ぽ
諸
君
は
目
前
の
一
小
利
の
た
め
に
永
遠
に
名
誉
と
福
利
を
失
墜
す
る
も
の
、
宣
戒
め
ぎ
ら

ん
や
云
々
」

六
月
廿
二
日
、
彼
等
は
オ
I
ク
ラ
ン
ド
仏
教
青
年
会
に
於
て
演
説
会
を
聞
い
た
。
司
会
は
長
谷
川
、
西
条
・
竹
内
・
宮
田
の
演
説
が
行
わ
れ

た。

（
「
光
」
二
十
母
）
二
十
九
日
に
は
臼
人
の
同
忘
こ
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
の
交
歓
ぜ

こ
の
報
告
の
最
後
に
「
五
口
覚
ほ
今
不
幸
に
レ
て
一
の
建

物
を
有
せ
ず
一
の
機
関
紙
を
有
せ
ず
と
雄
色
、
同
志
諸
君
の
奔
走
は
遠
か
ら
ず
機
関
紙
を
得
る
に
至
る
べ
き
を
信
ず
」
と
あ
り
、
そ
の
実
現
が

「
革
命
」
発
行
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
に
既
に
彼
等
は
小
冊
子
や
撤
文
の
配
布
に
つ
と
め
て
い
る

J

建
物
に
つ
い
て
は
、
震
災
後
家
屋
の
払
底
、
同
士
山
の
離
散
な
ど
が
関
係
め
る
と
思
わ
れ
る
。
桑
港
の
平
民
社
は
震
災
に
も
無
事
で
あ
っ
た
け
れ

ど
、
聞
が
秋
水
と
帰
国
中
で
あ
り
、
叉
一
説
に
は
聞
が
党
員
か
ら
除
名
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
な
関
係
か
ら
平
民
社
が
使
用
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
に
代
る
も
の
が
植
山
の
レ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
で
あ
り
、

こ
の
頃
か
ら
紹
介
さ
れ
初
め
て
い
る
点
か
ら
見
て
以
後
同
士
山

の
集
会
所
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
こ
の
様
な
彼
等
の
努
力
の
中
に
、

一
方
米
国
に
お
け
る
、
殊
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
州
に
於
け
る
排
日
運
動
は
次
第
に
昂
ま
り
つ
つ
あ

っ
た
。
日
本
人
労
働
者
は
「
ジ
ヤ
ッ
プ
」
・
「
ス
ケ
ベ
イ
」
の
醐
罵
の
下
に
あ
り
、
四
十
年
一
年
聞
に
お
け
る
排
日
暴
行
事
件
の
数
は
五
十
七
件

に
及
ん
だ
。
（
日
米
文
佑
交
渉
史

一
二
五
頁
）
「
日
本
人
労
働
者
の
中
に
は
余
り
の
迫
害
に
憤
激
し
て
北
米
に
於
て
は
日
米
戦
争
を
主
張
し
を

る
者
さ
へ
有
之
」
と
片
山
は
報
告
し
て
い
る
。

こ
の
報
告
の
載
っ
た
「
光
」
二
十
五
号
は
三
十
九
年
十
月
二
十
五
日
の
も
の
で
‘

乙
の
十
月
に

は
い
わ
ゆ
る
「
学
童
事
件
」
が
発
生
し
て
い
た
。
（
後
述
）

片
山
は
排
日
遥
動
の
情
勢
を
分
析
し
て
日
本
人
労
働
者

ω優
勢
賃
金
の
点
で
日

人
に
迫
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ャ
、

モ
ン
タ
ナ
、

ユ
夕
、

ア
イ
ダ
ホ
、

コ
ロ
ラ
ド
、
オ
レ
ゴ
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
各
州
に
て
は
「
日
本

人
な
く
ば
北
米
地
主
の
産
業
は
中
止
を
免
れ
ず
侯
」
と
も
い
っ
て
い
る
。
彼
の
観
察
は
少
し
く
楽
観
的
で
ゐ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

一
面
こ
の
日

本
人
労
働
者
の
優
勢
に
対
し
て
の
白
人
労
働
者
の
抵
抗
が
強
ま
っ
て
来
て
い
る
事
は
事
実
で
、
従
っ
て
排
日
運
動
は
経
済
上
労
働
者
の
需
給
関

所
講
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一
一
九



所
調
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

。

係
、
即
ち
労
働
力
過
剰
や
資
本
家
側
の
邦
人
忌
避
か
ら
来
る
の
で
は
な
く
、
米
国
労
働
組
合
の
、
日
本
人
雇
傭
に
よ
る
自
己
賃
金
の
低
下
に
対

す
る
反
対
が
大
き
く
、
更
に
そ
の
労
組
の
上
に
立
つ
民
主
党
、
公
共
党
な
ど
の
政
党
関
係
か
ら
く
る
排
白
、
更
に
そ
れ
に
支
持
さ
れ
る
「
政
治

家
が
唱
へ
出
し
た
る
も
の
に
し
て
」
、
「
北
米
紳
士
闘
が
東
洋
政
策
の
た
め
軍
備
拡
張
を
な
し
、
東
洋
人
排
斥
に
力
め
る
」
関
係
か
ら
生
じ
た
と

す
る
片
山
の
解
釈
は
、
そ
れ
な
り
に
正
し
く
、
こ
れ
ら
の
点
は
既
に
古
く
明
治
二
十
年
以
来
の
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
更
に
後
述
学
童
間

題
に
於
て
証
明
さ
れ
る
。

社
会
革
命
党
の
活
躍
は
こ
の
空
気
の
中
で
次
第
に
激
佑
し
た
。
八
月
二
十
三
日
の
白
人
社
会
党
本
部
で
の
大
演
説
会
に
は
、
片
山
の
「
在
米

日
本
人
と
指
働
問
題
」
に
つ
い
で
、
岩
佐
は
「
忠
君
愛
国
主
義
の
末
路
」
と
題
し
て
演
説
し
て
い
る
。
八
月
二
十
六
日
、

ア
ラ
メ
ダ
市
青
年
会

の
席
上
の
演
題
は
倉
持
「
唯
一
の
途
」
．
竹
内
「
現
社
会
と
革
命
」
、
岩
佐
「
恋
に
つ
い
て
」
・

植
山
「
労
働
者
の
自
覚
」
で
あ
り
、

九
月
十
四

日
オ
l
－
グ
ラ
ン
ド
、

エ
ボ

l
ス
同
盟
会
の
席
上
で
は
、
岩
佐
が
「
道
徳
観
」
、
竹
内
が
「
爆
製
弾
」
・
倉
持
が
「
キ
リ
ス
ト
教
と
経
済
問
題
」
を

語
っ
て
お
り
、
更
に
十
月
六
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
仏
教
青
年
会
演
説
会
の
席
上
．

岩
佐
は
「
領
事
と
所
謂
紳
士
」
・

倉
持
は
「
奴
隷
の
道

徳
」
、
村
上
義
太
郎
は
「
仏
教
と
社
会
主
義
」
、
山
内
八
重
子
は
「
文
明
は
人
道
の
敵
な
り
」
・
植
山
は
「
罪
悪
論
」
．
山
内
恒
太
郎
は
「
メ
キ
シ

コ
談
」
、
小
成
田
は
「
何
故
に
社
会
主
義
を
主
張
す
る
や
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
（
「
光
」
二
十
七
号
三
十
九
年
十
一
月
十
五
日
）
こ
れ
ら

の
演
説
内
容
は
知
り
得
な
い
が
、

題
自
に
つ
い
て
見
て
も
「
忠
君
愛
国
主
義
の
末
路
」
と
い
い
、

「
現
社
会
の
革
命
」
・
「
爆
裂
弾
」
と
い
い
、

「
奴
隷
の
道
徳
」
・
「
文
明
は
人
道
の
敵
」
と
い
い
、
彼
等
の
表
現
が
次
第
に
激
化
し
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
居
り
、
そ
れ
ら
が
一
号
か
ら
三
号

に
至
る
「
革
命
」
の
内
容
に
密
接
に
つ
な
が
り
を
持
ら
、
更
に
天
長
節
事
件
の
「
暗
殺
主
義
」
に
ま
で
激
佑
し
得
る
性
格
を
も
っ
て
い
た
事
は

容
易
に
理
解
し
得
る
所
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
革
命
事
件
」
・
「
天
長
節
事
件
」
を
上
述
の
関
係
か
ら
切
り
は
な
し
て
単
に
そ
の
文
書
の
思
組
的
矯
激
の
み
を
強
調
す
る

こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
ニ
文
書
を
上
述
の
社
会
革
命
党
の
行
動
と
関
聯
さ
せ
て
考
え
る
時
、
そ
の
思
想
表
現
の
激
佑
は
別
と
し



て
、
そ
の
客
観
的
評
価
は
や
は
り
前
述
領
事
側
報
比
間
に
あ
っ
た
様
に
、
彼
等
が
特
種
な
危
険
な
企
画
を
包
蔵
し
て
之
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
は
な
く
、

「
其
主
義
を
広
く
世
聞
に
宣
伝
す
る
」
以
上
に
出
な
い
も
の
と
解
す
、
べ
き
で
ゐ
る
。
た
だ
そ
の
思
想
表
現
の
激
佑
に
は
こ
の
三

十
九
年
か
ら
四
十
年
に
か
け
て
の
時
点
に
お
け
る
特
殊
な
問
題
が
そ
の
周
辺
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
刺
戟
さ
れ
て
の
事
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

し
て
ま
た
こ
の
特
殊
な
周
辺
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
も
革
命
事
件
と
天
長
節
事
件
と
で
は
同
一
に
論
ぜ
ら
れ
な
い
面
の
あ
る
事
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
革
命
事
件
と
い
っ
て
も
問
題
に
な
っ
た
文
書
は
一
号
か
ら
三
号
に
亘
る
「
革
命
」
の
極
く
一
部
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
一
部
は
こ
の
三
号

に
亘
る
「
革
命
」
の
思
想
的
基
調
か
ら
何
等
外
れ
た
も
の
で
な
い
事
を
考
え
る
と
、
そ
の
周
辺
と
し
て
は
第
一
に
秋
水
の
思
想
の
影
響
、
秋
水

の
「
革
命
」
へ
の
関
聯
の
仕
方
、
第
二
に
三
十
九
年
十
月
に
始
ま
っ
た
「
学
童
問
題
」
に
よ
る
排
日
運
動
へ
の
端
初
的
反
応
の
二
点
が
あ
り
、

天
長
節
事
件
に
は
、
第
一
に
四
十
年
一
月
に
生
じ
た
御
真
影
事
件
、
第
二
に
日
露
戦
争
論
功
行
賞
、
第
三
に
は
四
十
年
か
ら
は
じ
ま
り
四
十
一

年
二
月
に
落
着
し
た
敗
北
的
な
日
米
紳
士
協
定
、
第
四
に
日
本
国
内
に
お
け
る
思
掴
弾
圧
の
激
佑
殊
に
日
本
社
会
党
の
解
散
や
赤
旗
事
件
な
ど

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
革
命
事
件
に
対
す
る
秋
水
の
関
聯
の
仕
方
ゃ
、
赤
旗
事
件
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
事
が
あ
る
の
で
省
略
し
、
ま
た

御
真
影
事
件
や
日
露
戦
争
論
功
行
賞
の
影
響
に
つ
い
て
は
「
革
明
党
ノ
状
況
」
や
「
社
会
主
義
者
沿
革
」
の
指
摘
す
る
所
で
あ
っ
て
、
細
説
を

要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
両
事
件
の
周
辺
と
し
て
三
十
九
年
か
ら
四
十
年
に
か
け
て
の
排
日
問
題
に
つ
い
て
そ
の
性
格
に
注
目
し
た

L、。

五
所
謂
「
学
童
問
題
」
を
め
ぐ
る
排
日
運
動

北
米
に
お
け
る
排
日
運
動
は
一
八
八
二
年
の
中
国
人
移
民
禁
止
以
後
発
生
し
た
。

一
人
九
八
年
（
明
治
三
十
一
年
）
加
州
議
会
に
日
本
労
働

者
排
斥
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

一
九

O
一
年
（
三
十
四
年
）
加
州
議
会
が
日
本
移
民
の
禁
止
を
連
邦
議
会
に
要
求
、
以
後
一
九
一
一
年
、

’＼ 

ン

リ
l
ウ
エ
ッ
プ
法
案
可
決
の
第
一
次
排
日
、

一
九
二

O
年
の
第
二
次
排
日
、

一
九
二
四
年
の
第
三
次
排
日
と
悪
佑
し
て
ゆ
く
。
革
命
・
天
長
節

所
調
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺



所
調
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一一一一

の
両
事
件
は
こ
の
第
一
次
排
日
運
動
の
、
い
わ
ゆ
る
日
米
紳
士
協
定
成
立
の
過
程
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
。
在
米
日
本
移
民
の
運
命
に
上
昇
か

ら
下
降
へ
の
方
向
転
換
を
与
え
た
こ
の
第
一
次
排
日
運
動
は
第
二
、
第
三
の
も
の
よ
り
そ
の
衝
動
は
大
き
か
っ
た
と
も
考
え
得
ら
れ
よ
う
。

乙
の
第
一
次
排
日
運
動
の
一
つ
の
帰
結
た
る
日
米
紳
士
協
定
（
明
治
四
十
一
年
）

へ
の
口
火
を
切
っ
た
の
が
所
謂
「
学
童
問
題
」
で
あ
っ

た。

明
治
三
十
九
年
十
月
加
州
上
院
に
提
出
さ
れ
た
「
印
度
人
及
蒙
宙
人
の
児
童
は
隔
離
教
育
す
」
と
い
う
法
案
が
、

「
印
度
・
支
那
・
朝
鮮

・
日
本
・
其
他
蒙
古
人
の
児
童
は
之
を
隔
離
教
育
す
る
こ
と
を
得
べ
し
」
と
修
正
き
れ
る
と
、
我
国
は
在
米
青
木
大
使
か
ら
加
州
教
育
局
に
再

度
抗
議
し
た
が
拒
否
さ
れ
、
（
三
十
九
年
十
月
二
十
五
日
東
京
朝
日
新
聞
桑
港
特
電
）
、
青
木
大
使
は
加
州
大
審
院
に
対
し
て
之
を
訴
訟
と
し
て

抗
議
し
、
翌
年
一
月
十
九
日
大
審
院
は
「
二
月
十
一
日
迄
に
復
学
拒
絶
を
取
消
す
べ
し
」
と
命
令
を
発
し
た
に
色
拘
ら
ず
（
日
刊
平
民
三
号
、

四
十
年
一
月
二
十
日
引
用
の
東
朝
特
電
）
本
法
案
は
二
十
三
日
上
院
可
決
と
な
り
、
下
院
に
回
附
さ
れ
た
。
（
日
刊
平
民
、
七
号
）

乙
の
学
童
問
題
は
そ
れ
自
体
が
主
目
的
で
は
な
く
排
日
運
動
の
口
実
に
過
ぎ
ぬ
事
は
明
か
で
、
乙
れ
を
機
と
し
て
加
州
に
お
け
る
露
骨
な
排

日
行
為
が
集
中
的
に
行
わ
れ
た
。
四
十
年
一
月
二
十
三
日
ハ
ヲ
イ
か
ら
の
日
本
転
住
者
三
百
名
及
び
日
本
契
約
移
民
四
百
名
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン

命
令
の
口
実
を
以
っ
て
桑
港
上
陸
を
拒
否
さ
れ
、
こ
れ
は
加
州
日
本
人
協
会
の
斡
旋
に
よ
り
即
日
解
消
は
し
た
が
、
加
州
人
民
は
こ
れ
を
「
法

律
違
反
」
と
し
て
非
難
し
、

（
日
刊
平
民
・
七
、
九
号
）
更
に
加
州
議
会
に
は
「
米
国
市
民
た
る
を
得
ざ
る
外
国
人
の
土
地
所
有
権
及
び
一
ケ

年
以
上
の
小
作
権
不
許
可
」
と
の
加
州
法
改
正
案
が
提
出
さ
れ
て
委
員
会
附
託
と
な
り
（
四
十
年
一
月
二
十
五
日
、
東
朝
特
電
）
民
主
党
首
ブ

ラ
イ
ア
ン
は
桑
港
に
赴
い
て
排
日
を
煽
動
し
て
共
和
党
に
対
し
て
党
勢
を
張
ろ
う
と
し
た
。
（
日
刊
平
民
十
号
）

更
に
日
韓
人
排
斥
協
会
（
明

治
三
十
八
年
加
州
労
働
運
動
指
導
者
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
も
の
）
は
日
本
人
排
斥
を
州
民
投
票
で
決
定
せ
ん
と
運
動
し
た
。

（
四
十
年
一
月
二

十
八
日
東
朝
特
電
）
こ
の
土
地
所
有
権
の
剥
奪
排
日
法
案
及
び
国
民
投
票
は
第
二
次
・
第
三
次
の
排
日
運
動
で
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
乙
そ
こ
の
学
童
問
題
の
底
に
横
た
わ
る
排
日
運
動
の
真
意
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
加
州
の
動
き
に
対
し
、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
一
月
三
十
日
ワ
シ
ン
ト
ン
官
邸
に
加
州
選
出
の
上
院
議
員
と
こ
の
問
題
を
協
議



し
学
童
問
題
に
関
す
る
加
州
上
院
の
決
議
は
乙
れ
を
「
牽
制
す
べ
き
訓
電
」
を
発
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

一
方
加
州
選
出
の
上
院
議
員
は
桑
港
教

育
局
長
を
招
集
し
た
む

（
日
刊
平
氏
十
五
号
、
四
十
年
二
月
三
日
）
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
加
州
の
学
童
問
題
の
要
求
を
抑
制
す
る
一
方
．
日
本

政
府
と
の
外
交
交
渉
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
の
基
底
に
あ
る
移
民
問
題
に
何
等
か
の
解
決
を
見
出
そ
う
と
し
、
そ
の
外
交
上
の
点
に
つ
い
て
は
「

青
木
大
使
も
満
足
の
意
を
表
し
た
」
と
伝
え
ら
れ
、
妥
協
が
成
立
し
た
。
（
向
上
）

し
か
し
加
州
側
は
な
お
強
硬
の
態
度
を
持
し
て
譲
ら
ず
、
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
電
報
に
よ
れ
ば
、
米
紙
に
は
日
米
開
戦
説
す
ら
見
ら
れ
た
由
で

株
式
界
も
動
揺
し
た
と
い
う
。
（
日
刊
平
民
十
六
号
）
ク
ロ
ニ
ク
ル
紙
の
如
き
が
強
硬
で
あ
っ
た
事
は
考
え
得
ら
れ
、
二
月
四
日
の
桑
港
電
報
に

よ
れ
ば
、
桑
港
市
長
シ
ユ
ミ
ツ
ツ
は
大
統
領
に
招
集
さ
れ
、
加
州
労
働
組
合
を
代
表
し
て
調
査
書
店
以
び
統
計
を
携
え
、

「
日
本
学
童
隔
離
命
令

を
撤
回
せ
ん
と
す
る
大
統
領
及
び
其
内
閣
の
尽
力
に
対
し
、
極
力
反
対
す
べ
し
」
と
伝
え
ら
れ
た
。
大
統
領
は
日
本
側
と
の
外
交
交
渉
円
滑
佑

の
た
め
、
日
本
の
態
度
の
硬
ル
加
を
恐
れ
、
加
州
側
に
学
童
問
題
の
譲
歩
を
求
め
、
そ
の
代
り
「
大
統
領
は
該
条
約
の
趣
旨
に
よ
り
、
加
州
政
府

が
希
望
す
る
法
律
の
制
定
を
勧
奨
す
べ
き
旨
」
を
加
州
代
表
に
説
い
た
の
で
、
加
州
代
表
側
も
一
応
こ
れ
に
同
意
し
、
二
月
十
日
に
は
こ
の
間

題
の
港
着
す
ら
報
ぜ
ら
れ
た
。
（
日
刊
平
民
二
十
三
号
）

し
か
し
加
州
排
日
派
は
こ
れ
に
反
対
で
あ
っ
た
。
大
統
領
の
意
中
の
対
日
新
協
定
案
は
加
州
排
日
派
の
欲
す
る
所
と
組
踊
し
て
い
た
ο

加
州

代
表
者
の
手
許
に
は
強
制
態
度
を
要
求
す
る
激
励
電
報
が
千
通
以
上
に
達
し
、
十
一
日
夕
方
ま
で
大
統
領
と
加
州
代
表
の
聞
に
は
決
定
的
合
意

が
成
立
し
な
か
っ
た
。
加
州
側
は
先
ず
「
日
本
移
民
に
関
し
て
何
等
か
の
約
定
を
見
る
ま
で
は
学
童
問
題
を
譲
歩
せ
ず
」
と
主
張
し
、
大
統
領

は
学
童
問
題
の
譲
歩
な
く
し
て
は
日
本
移
民
問
題
に
関
す
る
協
議
は
無
用
と
し
て
失
望
の
色
深
く
、
市
長
シ
ュ
ミ
ツ
ツ
も
板
ば
さ
み
の
形
と

な
っ
た
。

当
時
大
統
領
に
は
ま
だ
排
日
法
案
の
決
意
は
な
か
っ
た
。
た
だ
当
面
の
現
実
問
題
と
し
て
、
米
本
土
に
於
け
る
有
利
な
労
働
条
件
に
惹
か
れ
る

ハ
ワ
イ
日
本
人
労
働
者
の
米
本
土
へ
の
移
住
が
甚
し
く
、

こ
の
た
め
ハ
ワ
イ
は
労
働
力
不
足
に
悩
み
、
加
州
で
は
白
人
労
働
者
の
生
活
水
準
の

所
調
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一
一一
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低
下
を
は
じ
め
雇
傭
関
係
の
悪
佑
や
、
四
十
年
の
ア
メ
リ
カ
恐
慌
に
伴
な
う
労
・
働
問
題
の
徴
佑
が
あ
っ
て
、

こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
の
、

ハ
ワ

イ
や
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
の
日
本
人
労
働
者
の
本
土
移
住
制
除
か
大
統
領
の
新
改
定
案
の
内
容
で
あ
っ
た
。
勿
論
乙
れ
は
日
本
側
と
し
て
の
自
主
的

移
民
制
限
の
自
粛
が
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
既
に
こ
の
案
に
つ
い
て
日
本
側
と
一
応
の
妥
結
を
見
た
大
統
領
は
終
に
意
を
決
し
て
十
一

日

「
聯
邦
政
府
は
現
行
移
民
条
例
を
改
定
し
、
布
睦
及
比
律
賓
に
お
け
る
ア
ジ
ア
人
労
働
者
の
移
住
を
禁
止
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
」
学

童
問
題
を
解
決
す
る
方
針
を
決
定
し
、
加
州
委
員
、
両
院
移
民
問
題
委
員
及
び
青
木
大
使
の
聞
を
奔
走
し
、
ほ
ぽ
異
議
な
き
ゃ
』
確
め
た
上
、
十

三
日
桑
港
市
長
を
招
集
し
た
。
（
日
刊
平
民
二
十
六
号
）
そ
し
て
十
五
日
、

「
米
国
以
外
又
は
米
国
領
地
内
に
で
も
島
領
地
若
く
は
運
河
地
帯
行

き
以
外
の
旅
行
免
状
を
有
す
る
外
国
人
は
大
統
領
之
を
排
斥
す
る
こ
と
を
得
」
と
の
改
正
案
を
両
院
に
提
出
、

一
一
月
十
七
日
に
は
こ
の
案
が

十
五
対
四
十
五
を
以
っ
て
上
院
を
通
過
し
た
。

（
日
刊
平
民
二
十
九
号
）

し
か
し
こ
れ
を
機
に
加
州
の
排
日
熱
は
益
々
昂
ま
っ
た
ω

桑
港
の
新
聞
は
市
長
の
処
置
に
反
対
し
、
加
州
排
日
党
は
「
日
本
人
排
斥
法
案
通

過
ま
で
は
決
し
て
満
足
せ
ず
」
と
い
き
ま
き
、
加
州
上
院
議
員
カ
ミ
ネ
ッ
チ
は
日
本
人
隔
離
学
校
設
置
及
び
学
区
選
定
権
を
加
州
教
育
局
に
与

う
べ
き
件
を
州
議
会
上
院
に
提
議
し
、
日
本
人
排
斥
協
会
長
は
市
長
を
強
く
非
難
し
た
。

か
く
て
移
民
法
修
正
案
は
二
月
十
八
日
下
院
を
も
十
対
十
五
で
通
過
し
、
二
十
日
大
統
領
は
こ
の
改
定
条
例
に
署
名
し
た
。

（
日
刊
平
民

十
一
、
三
十
二
号
）
学
童
問
題
は
こ
れ
に
よ
っ
て
落
着
の
方
途
は
つ
い
た
。
し
か
し
加
州
に
於
て
は
そ
れ
が
直
ち
に
実
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

ぃ
。
二
十
四
日
頃
に
は
桑
港
市
街
鉄
道
に
日
本
人
専
用
の
車
輔
を
造
れ
と
い
う
差
別
的
待
遇
の
議
も
起
っ
て
お
り
加
州
上
院
に
は
又
も
や
日
本

人
を
対
象
と
す
る
「
外
国
人
不
動
産
所
有
防
止
法
案
」
が
提
出
さ
れ
、

乙
れ
は
政
党
関
係
に
よ
っ
て
成
立
し
な
か
っ
た
が
（
日
刊
平
民
、
四
十

号
）
学
童
問
題
も
未
解
決
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
ο

そ
し
て
三
月
九
日
加
州
上
院
は
再
び
「
日
本
人
排
斥
の
可
否
を
明
年
十
一
月
の
総
選
挙

に
お
い
て
州
民
投
票
に
決
定
す
る
件
」
及
び
「
十
才
以
上
の
日
本
人
児
童
を
尋
常
科
各
学
級
に
編
入
し
な
い
件
」
を
議
決
し
、
ま
た
加
州
選
出

の
国
会
議
員
及
上
院
議
員
を
し
て
「
ア
ジ
ア
人
排
斥
法
案
通
過
の
た
め
適
当
な
手
段
を
取
ら
し
ひ
る
件
」
、
米
国
人
の
安
寧
の
た
め
「
日
本
人
の



帰
佑
の
許
可
に
反
対
す
る
件
」
を
も
通
過
し
た
。

（
日
刊
平
民
四
十
六
号
、
四
十
年
三
月
十
一
日
）
た
だ
こ
れ
ら
の
加
州
案
に
対
し
て
は
大
統

領
か
ら
、
そ
れ
ら
が
移
民
条
例
修
正
談
判
の
進
行
に
妨
げ
あ
り
と
し
て
加
州
知
事
に
訓
電
が
あ
り
、
下
院
に
於
て
は
、
こ
れ
を
上
程
せ
ぬ
事
に

終
っ
て
い
る
。
そ
し
て
学
童
問
題
に
つ
い
て
は
三
月
十
六
日
の
桑
港
学
務
官
会
議
に
於
て
規
則
を
改
定
し
て
、

「
十
六
才
未
満
の
日
本
学
童
が

公
立
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
を
許
可
し
、
英
語
不
充
分
な
る
児
童
に
限
り
東
洋
学
校
に
入
ら
し
め
る
こ
と
」
に
決
定
し
た
。

以
上
が
い
わ
ゆ
る
四
十
一
年
の
日
米
紳
士
協
定
に
至
る
米
国
側
新
移
民
法
成
立
の
過
程
で
あ
る
。
こ
の
執
劫
な
加
州
の
排
日
的
行
為
の
中
で

在
米
日
本
移
民
た
ち
が
如
何
に
迫
害
さ
れ
動
揺
さ
せ
ら
れ
た
か
は
日
米
文
佑
交
渉
な
ど
に
詳
細
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
大
統
領
の
態
度
は
日

本
圏
内
に
於
て
は
感
謝
さ
れ
、
感
謝
状
す
ら
送
ら
れ
た
由
が
「
革
命
」
第
三
号
「
未
だ
憎
め
ざ
る
手
」
に
見
え
て
い
る
が
、
以
上
の
経
過
の
中

に
事
を
真
相
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
在
米
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
所
で
は
な
か
っ
た
。
日
刊
平
民
新
聞
の
報
ず
る
所
に
よ
っ
て
も
、

こ
の
間

題
の
真
相
を
他
の
面
か
ら
伝
え
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
日
刊
平
民
三
十
五
号
雑
報
欄
「
布
睦
移
民
の
将
来
」
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、

即
ち
ハ
ワ
イ
自
由
移
民
の
賃
金
一
日
一
円
五
十
銭
、
然
る
に
甘
薦
刈
取
期
に
お
け
る
米
本
土
の
日
本
人
賃
金
は
三
円
乃
至
三
円
五
十
銭
で
、
こ

の
た
め
本
土
に
移
住
す
る
も
の
多
く
、

ハ
ワ
イ
雇
主
は
労
働
者
欠
乏
に
苦
し
み
損
害
を
受
け
、

一
方
加
州
の
白
人
労
賃
一
日
四
円
乃
至
四
円
五

十
銭
の
た
め
、
日
本
人
の
入
込
に
つ
れ
て
白
人
労
働
者
は
解
雇
さ
れ
、

「
加
州
の
如
、
き
は
殆
ん
ど
外
人
を
圧
倒
し
て
日
本
人
労
働
者
を
以
っ
て

満
た
さ
れ
る
」
状
態
と
な
る
。

こ
こ
か
ら
今
回
の
学
童
問
題
も
、
実
は
「
ハ
ワ
イ
雇
主
等
が
同
盟
」
し
て
煽
動
し
、
遂
に
転
航
禁
止
の
目
的
を
違

し
た
も
の
で
あ
り
、
加
州
人
は
む
し
ろ
ハ
ワ
イ
資
本
家
の
お
先
棒
を
担
が
せ
ら
れ
た
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
日
本
人
排
斥
や
学
童
問
題
も
既
に

加
州
で
は
明
治
二
十
年
代
か
ら
の
事
で
ゐ
り
、

こ
れ
が
必
し
も
全
て
で
は
な
い
に
し
て
も
、
当
時
と
し
て
は
特
に
ハ
ワ
イ
の
労
働
力
獲
得
の
た

め

ハ
ワ
イ
か
ら
日
本
政
府
へ
運
動
の
み
の
っ
た
事
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、

乙
の
見
方
も
四
十
年
前
後
の
排
日
激
佑
の
一
面
の
真
相
を
伝

え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
加
州
労
働
組
合
の
動
き
と
政
治
家
と
の
結
合
で
あ
る
。
日
韓
人
排
斥
協
会
が
労
働
組
合
の
指
導
者
に
よ
り
結
成

さ
れ
、
桑
港
市
長
し
レ
ユ
ミ
ツ
ツ
が
社
会
党
出
身
で
あ
る
点
か
ら
も
こ
の
点
は
明
か
で
ゐ
る
し
、
以
上
の
よ
う
な
日
本
人
の
優
勢
に
対
し
白
人

所
調
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

五
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労
働
者
が
之
を
排
斥
せ
ん
と
す
る
の
も
自
然
で
は
あ
る
が
、
更
に
こ
の
四
十
年
は
大
統
領
選
挙
を
直
前
に
ひ
か
え
て
の
政
治
的
な
動
き
の
活
発

佑
が
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
排
日
問
題
が
利
用
さ
れ
た
点
も
見
逃
せ
な
い
。
民
主
党
々
首
が
共
和
党
に
対
抗
す
る
た
め
に
こ
の
間
題
を
煽
動
し
、

四
十
年
三
月
初
め
の
加
州
上
院
提
出
の
前
記
三
項
の
排
日
法
案
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
民
主
党
提
楽
で
あ
る
た
め
共
和
党
が
こ
れ
に
反
対
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
（
日
刊
平
民
間
十
号
）
事
実
こ
の
移
民
法
改
正
は
国
会
上
院
通
過
二
十
五
票
対
四
十
五
票
、
下
院
で
は
十
票
対
十
五
票
で
可
決
さ

れ
た
も
の
で
、
満
場
一
致
と
い
う
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
る
。
加
州
事
業
家
に
と
っ
て
日
本
人
労
働
者
の
存
在
は
有
利
な
条
件
な
の
で
あ
り
、

排
日
に
屑
か
ら
ぬ
者
も
相
当
数
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
日
刊
平
民
二
十
号
の
金
子
喜
一
の
シ
カ
ゴ
便
り
に
よ
れ
ば
、
米
国
社
会
主

読
者
に
対
立
が
あ
り
、
保
守
的
議
会
政
策
主
義
の
社
会
民
主
党
の
国
家
本
位
に
対
し
て
社
会
労
働
党
は
国
際
的
で
あ
る
と
し
、
排
日
問
題
に
関

し
で
も
「
社
会
民
主
党
の
一
派
は
頻
り
に
米
国
労
働
者
の
鼻
息
を
う
か
が
い
、
労
働
組
合
に
蛸
び
、
日
本
人
排
斥
を
や
り
居
り
候
へ
ど
も
、
社

会
労
働
党
は
日
本
人
に
加
盟
し
て
演
説
会
な
ど
聞
き
お
り
候
」
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
「
革
命
」
三
号
「
未
だ
臨
め
ざ
る
乎
」
に
も
、
社
会
労

働
党
と
I
－

w
・W
と
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
団
体
の
み
が
「
万
腔
の
同
情
を
以
っ
て
吾
等
を
過
し
つ
つ
J

の
り
」
と
あ
る
。
こ
の
排
日
が
一
部
政
治
家

の
策
動
な
り
と
の
見
方
は
片
山
も
早
く
か
ら
打
出
し
て
い
た
し
、
日
刊
平
民
七
十
四
号
の
田
添
鉄
二
の
論
説
に
も
、
排
日
の
一
因
と
し
て
「
労

働
者
が
政
界
の
一
大
権
力
を
有
す
る
上
に
、
大
統
領
改
選
期
も
目
前
に
迫
り
つ
つ
あ
る
場
合
な
れ
ば
、
周
囲
の
政
党
は
日
本
人
排
斥
を
標
し
て

太
平
洋
沿
岸
に
お
け
る
多
数
労
働
者
の
歓
心
を
迎
ふ
る
に
勉
め
つ
つ
あ
る
」
と
、
ル
ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト
の
移
民
法
改
正
も
亦
こ
の
情
実
に
よ
る
と

見
て
い
る
。

6
、
日
本
側
の
抗
議
と
「
革
命
」
に
於
け
る
そ
の
表
現

以
上
米
国
側
の
動
、
き
に
対
し
て
在
米
邦
人
ハ
ワ
イ
移
民
及
び
日
本
本
国
の
反
応
は
ど
う
で
ゐ
っ
た
か
。
在
米
邦
人
が
激
昂
し
日
米
戦
争
を
云

々
す
る
者
の
あ
っ
た
事
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
コ
不
安
の
中
に
成
行
き
を
見
守
っ
て
い
た
彼
等
は
、
改
正
移
民
法
が
米
国
会
両
院
に
提
示
さ
れ



る
と
、
桑
港
日
本
人
協
会
は
「
之
れ
実
に
学
童
問
題
以
上
の
大
問
題
」
と
し
て
本
国
よ
り
の
援
助
を
求
め
る
長
文
電
報
を
寄
せ
、
（
日
刊
平
民
二

十
七
号
）
ま
た
二
月
二
十
一
日
の
桑
港
電
報
に
よ
れ
ば
在
米
邦
人
等
の
反
対
運
動
の
動
き
も
報
ぜ
ら
れ
た
。

連
合
協
議
会
主
催
在
米
日
本
人
大
会
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
桑
港
に
催
さ
れ
た
日
本
人

一
方
ハ
ワ
イ
日
本
人
は
二
月
十
八
日
、
約
千
人
が
ホ
ノ
ル
ル
に
集
ま
り
改
正
反
対
の

決
議
を
行
い
、
ま
た
米
大
統
領
に
抗
議
電
報
を
送
っ
た
。
一
二
月
十
三
日
桑
港
日
本
人
協
会
は
長
文
の
電
報
に
よ
り
帝
国
通
信
社
に
事
情
を
訴
え

た
中
に
、
日
本
政
府
が
米
大
統
領
の
提
案
に
同
意
す
る
態
度
を
非
難
し
、

「
是
れ
八
万
の
同
胞
が
十
数
年
の
苦
心
経
営
に
よ
り
て
、
今
や
十
五

万
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
耕
作
し
、
毎
年
五
千
万
以
上
の
収
得
あ
り
、
且
つ
毎
年
倍
増
の
勢
を
以
っ
て
発
達
し
つ
つ
あ
る
在
米
同
胞
の
事
業
を
根

底
よ
り
破
壊
し
、
我
が
日
本
民
族
を
第
二
の
支
那
人
た
ら
し
む
る
も
の
」
と
述
べ
、
更
に
「
排
日
党
の
中
堅
は
桑
港
市
長
一
派
の
み
、
然
る
に

市
長
は
刑
事
被
告
人
と
な
り
、
彼
等
の
不
人
望
今
や
極
点
に
達
し
、
排
日
党
の
運
命
旦
夕
に
逼
れ
り
。
此
際
日
本
人
禁
止
条
約
を
結
ぽ
ん
と
す

る
は
愚
も
ま
た
極
ま
れ
り
」
と
「
泣
い
て
」
同
胞
の
援
助
を
求
め
た
。

（
日
刊
平
民
四
十
九
号
）
同
様
の
趣
旨
は
十
六
日
憲
政
本
党
に
も
打
電

せ
ら
れ
、
政
府
の
弱
腰
が
訴
え
ら
れ
た
。
（
問
、
五
十
一
号
）

勿
論
日
本
国
内
に
お
い
て
も
こ
の
間
題
に
対
し
て
激
昂
が
見
ら
れ
た
。
日
本
社
会
党
で
は
幸
徳
秋
水
、
堺
利
彦
、
西
川
光
次
郎
が
代
表
し

て
、
在
米
中
の
金
子
喜
一
を
通
し
て
米
国
社
会
党
本
部
に
覚
書
を
送
り
、

こ
れ
を
米
国
社
会
党
系
新
聞
雑
誌
に
掲
げ
た
。

「
同
志
ょ
、
我
等
は

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
於
け
る
日
本
人
労
働
者
排
斥
が
主
と
し
て
人
種
的
偏
見
よ
り
来
れ
る
こ
と
を
信
ず
。
故
に
日
本
社
会
党
は
米
国
の
社
会
党

が
万
国
労
働
者
の
団
結
の
精
神
に
従
っ
て
、
本
問
題
に
満
足
な
る
解
決
を
与
ふ
る
に
尽
力
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
、
且
つ
米
国
社
会
党
本
部

が
該
問
題
に
対
す
る
意
見
を
吾
等
に
示
さ
れ
ん
事
を
望
む
」
（
日
刊
平
民
二
十
三
号
）

大
限
重
信
は
二
月
二
十
二
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
サ
ン
新
聞
宛
抗
議
の
電
報
を
送
り
、

「
国
家
と
し
て
も
民
族
と
し
て
も
白
人
同
様
の
位
置

を
有
す
る
に
至
る
迄
は
如
何
な
る
障
害
と
も
争
ふ
べ
き
」
決
心
を
告
げ
た
。
ま
た
圏
内
に
は
対
米
同
志
会
が
結
成
さ
れ
、
日
向
輝
武
・
田
川
大

吉
郎
・
松
田
順
平
・
副
島
八
十
六
・
山
本
安
夫
・
小
川
亀
市
・
弓
削
田
精
一
等
が
委
員
と
な
り
、
二
月
廿
五
・
六
両
日
新
富
座
に
於
て
対
米
間

所
謂
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

七



所
謂
革
命
事
件
・
天
畏
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一
二
八

題
大
演
説
会
．
三
月
七
日
に
は
六
十
名
が
会
合
レ
て
対
米
問
題
遥
動
方
針
の
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
（
日
刊
平
民
四
十
四
号
）

し
か
し
す
べ
て
は
徒
労
に
終
っ
た
。
日
本
政
府
は
最
初
一
応
の
抗
議
を
行
っ
た
の
ち
は
全
く
無
為
無
策
で
あ
っ
た
。
従
来
、
政
府
の
移
民
対

策
が
「
棄
民
的
」
な
も
の
で
あ
り
、
事
毎
に
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
を
し
て
来
た
。
本
事
件
に
つ
い
て
も
圏
内
輿
論
は
抑
圧
す
る
に
努
め
た
の
で

あ
っ
て
、
米
大
統
領
が
こ
の
条
約
修
正
に
当
り
日
本
政
府
の
過
大
な
要
求
を
恐
れ
た
の
は
杷
愛
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
平
民
新
聞
七
十
四
号
の
田

添
鉄
二
の
「
寒
心
す
べ
き
外
交
事
実
」
こ
そ
当
時
の
日
本
政
府
の
真
相
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
ひ
る
が
へ
っ
て
日
本
官
憲
の
行
動
に

注
目
せ
よ
、
少
く
と
も
十
余
万
の
同
胞
労
働
者
の
生
命
に
関
す
る
大
問
題
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
其
外
交
は
全
然
無
為
無
能
を
表
は
し
て
い
る
。

否
な
日
露
戦
争
の
惨
禍
の
た
め
に
多
大
の
苦
痛
を
感
じ
つ
つ
あ
る
場
合
な
れ
ば
、
米
国
勢
力
の
威
圧
に
対
し
て
全
然
盲
従
の
徳
を
守
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
ハ
メ
に
な
っ
て
居
る
。
右
の
如
く
日
米
両
国
は
不
自
然
極
ま
る
折
衝
を
経
て
平
和
を
弥
縫
し
来
つ
つ
あ
る
。
弥
縫
は
真
の
平
和
を
保
証
す

る
も
の
で
は
な
い
。
決
し
て
国
際
平
和
な
ど
い
ふ
事
に
つ
い
て
は
元
来
毛
頭
の
信
仰
心
も
有
し
な
い
我
権
力
階
級
の
外
交
と
し
て
は
、
日
本
人

排
斥
を
も
っ
て
必
ず
両
国
が
真
剣
対
抗
す
る
場
合
に
ま
で
進
行
せ
し
む
る
で
あ
ら
う
。
然
り
日
米
の
外
交
に
し
て
現
状
の
ま
ま
に
推
移
せ
ん

か
、
其
論
旨
の
結
果
と
し
て
日
米
戦
争
は
必
ず
到
着
す
る
で
あ
ら
う
。
弾
丸
は
遂
に
太
平
洋
上
に
爆
発
す
る
で
ム
の
ろ
う
云
々
」

今
や
乙
の
排
日
問
題
の
推
移
の
中
に
在
米
日
本
人
．
殊
に
自
覚
せ
る
社
会
主
義
者
に
と
っ
て
、
米
国
資
本
家
の
政
治
的
策
略
が
暴
露
さ
れ

た
。
ま
た
こ
の
資
本
階
級
に
本
来
的
に
対
抗
す
べ
き
労
働
者
階
級
の
国
家
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
特
に
ド
イ
ツ
流
パ

l
リ
ア
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
社
会

民
主
党
一
派
の
裏
切
り
も
明
白
に
な
っ
た
。
就
中
か
の
シ
ュ
ミ
ッ
ツ

l
秋
水
を
し
て
渡
米
中
マ
ル
ク
ス
主
語
．
パ

l
リ
ア
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
か
ら

ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
転
ぜ
し
め
た
一
因
を
な
し
た
と
さ
れ
て
い
る
人
物
ー
が
、
市
長
で
あ
り
、
労
働
者
代
表
で
あ
り
社
会
党
出
身
議
員
で
あ
り
な

が
ら
汚
職
に
よ
る
刑
事
被
告
人
で
み
の
り
、
し
か
も
そ
れ
が
排
日
遥
動
の
中
心
人
物
で
あ
る
事
は
、
在
米
日
本
人
社
会
主
識
者
を
し
て
、
パ

l
リ

ア
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
へ
の
不
信
即
ち
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
へ
の
確
信
を
倍
加
さ
せ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
更
に
亦
、
乙
の
問
題
に
関
す
る
日

本
政
府
・
日
本
国
家
権
力
の
無
能
に
よ
り
見
棄
て
去
ら
れ
た
在
米
同
胞
の
絶
望
の
中
に
、
彼
等
の
憤
り
が
如
何
な
る
形
を
取
っ
て
ゆ
く
か
も
掴



像
に
難
く
な
い
。

「
革
命
」
は
こ
の
よ
う
な
排
日
運
動
の
さ
中
に
三
号
に
亘
っ
て
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
第
一
号
三
十
九
年
十

月
、
第
二
号
、
四
十
年
二
月
、
第
三
号
四
十
年
三
月
で
あ
る
。
こ
の
中
で
排
日
問
題
が
如
何
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
か
は
注
目
に
価
す
る
が
、
こ

の
革
命
の
内
容
は
今
の
と
こ
ろ
「
米
国
ニ
於
ケ
ル
日
本
草
明
党
ノ
状
況
」
に
見
ら
れ
る
抄
録
の
部
分
に
つ
い
て
し
か
知
り
得
な
い
。
し
か
し
そ

れ
で
も
第
一
号
「
乱
雲
飛
雲
」
に
「
日
本
政
府
の
迷
愚
。
米
国
加
州
日
本
人
排
斥
の
問
題
起
る
や
、
国
民
労
力
の
掠
奪
機
関
た
る
政
府
は
、
其

小
使
た
る
領
事
・
大
使
・
宗
教
家
・
教
育
家
を
唆
か
し
て
正
義
呼
ば
わ
り
ゃ
人
道
呼
ば
わ
り
を
な
さ
し
む
。
何
た
る
白
痴
ぞ
、
掠
奪
階
級
の
存

す
る
限
り
迫
色
排
斥
の
芦
は
絶
へ
ぎ
る
べ
し
。
日
本
政
府
た
る
も
の
モ

l
少
し
考
へ
直
し
て
は
如
何
。
唯
革
命
主
義
あ
る
の
み
、
排
斥
を
嫌
ふ

も
の
、

』
回
目

Mwω
ロ－州市
r
m－
の
侮
辱
を
好
ま
ざ
る
も
の
は
奮
起
一
審
、
各
国
の
主
権
は
勿
論
、
貴
族
富
豪
其
他
紳
士
闘
に
属
す
る
あ
ら
ゆ
る
者
及

び
其
階
級
の
保
護
者
応
援
者
た
る
学
者
・
宗
教
家
・
軍
人
・
官
吏
を
滅
亡
せ
よ
」
と
あ
り
、
彼
等
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
が
排
日
問
題
に
よ
っ
て
激

佑
し
て
い
る
の
を
見
る
。
革
命
事
件
と
し
て
注
目
さ
れ
た
「
ミ
カ
ド
・
王
・
大
統
領
」
の
顛
覆
と
い
う
の
も
右
の
一
文
と
同
じ
事
の
表
現
で
あ

っ
て
、
こ
の
一
句
の
み
が
問
題
に
さ
れ
る
の
は
見
当
ち
が
い
で
あ
る
。
亦
第
三
号
に
於
て
も
「
未
だ
醒
め
、
ざ
る
か
」
（
「
革
明
党
ノ
状
況
」
に
引

用
な
し
。
原
本
に
よ
る
）
に
も
ル

l
ズ
ベ
ル
ト
の
移
民
法
修
正
に
対
し
て
「
一
等
国
の
日
本
政
治
家
は
黙
し
て
声
な
く
英
聖
文
武
な
る
日
本
皇

帝
は
恰
か
も
知
ら
ぎ
る
か
の
如
し
」
と
度
肉
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
革
命
」
コ
一
号
を
通
じ
て
移
民
排
斥
問
題
が
周
辺
と
し
て
彼
等
を
刺
戟
し

た
事
は
考
え
て
よ
い
。

最
後
に
天
長
節
事
件
を
惹
、
再
起
し
た
「
暗
殺
主
語
」
文
書
の
内
容
は
「
革
命
」
三
号
の
所
論
の
集
約
的
表
現
で
あ
っ
て
両
者
異
質
の
も
の
で

は
な
い
。

「
ミ
カ
ド
・
王
・
大
統
領
顕
覆
」
に
は
手
段
を
選
ば
ず
と
い
っ
た
そ
の
手
段
が
「
暗
殺
主
義
」
と
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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の
「
ミ
カ
ド
・
王
・
大
統
領
」
と
い
う
資
本
家
の
代
表
一
般
が
「
暗
殺
主
義
」
で
は
睦
仁
個
人
に
限
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
が
、

「
睦
仁
」
の
名
は
既
に
四
十
年
一
月
末
の
御
真
影
事
件
抗
議
文
書
「
忠
君
思
想
の
犠
牲
」
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
秋
水
の
圏

外
か
ら
の
天
皇
批
判
の
意
図
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
公
式
論
的
訓
練
は
資
本
主
義
国
家
米
国
に
お
い
て
抑
圧
さ
れ
た
青
年
た
ち
に
急
進
的
な
傾
向

所
調
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

一ニ九



所
謂
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の
周
辺

を
強
め
、
‘
ロ
シ
ヤ
革
命
の
影
響
に
よ
る
世
界
革
命
の
潮
流
へ
の
確
信
が
排
日
問
題
を
通
じ
て
の
故
国
に
対
す
る
絶
望
感
と
表
裏
と
な
り
、
更
に

乙
れ
に
続
く
日
本
国
内
の
社
会
主
義
に
対
す
る
弾
圧
、
日
本
社
会
党
の
解
散
、
赤
旗
事
件
等
に
よ
っ
て
、
国
家
権
力
否
定
の
観
念
が
絶
頂
に
達

し
て
、
遂
に
「
暗
殺
主
語
」
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
圏
内
に
お
け
る
秋
水
一
派
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
へ
の
傾
向
と
ほ
ぼ
同
一
の
傾
向
を

辿
っ
た
も
の
の
、
言
論
自
由
国
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
極
端
な
表
現
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

三二
O（

三
十
六
・
九
・
ニ
四
）
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On the Causes of two lese-majeste Affairs by 

the Japanese Residents in America 

Y6tar6 NISHIO 

The "Revolution" affair, 1906, and the "open letter sent to the

Emperor from the anarchists " affair, 1907, are affairs of special 

interest in the history of socialism in Japan. These affairs were· 

chiefly reported in socialist newspapers in this country. Japanese· 

people emigrated to America and Hawaii to escape from their strai

tened circumstances in their mother country. They were welcomed. 



.. 
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by the capitalists there for their low wages, but they were also reg.,. 

,arded as foes by the _white· workers. Their lives were always wretc

hed and humiliating as compared with those of the white people; 

Japanese government seemed hardly concerned with their protection, 

and they thought they were abandoned by their ·mother country, 

The more intelligent of the emigrants formed socialist bodies to 

protect themselves, and _San Francisco was the center of their move-

ment. They demanded of the capitalists freedom and equality of the 

workers. The success of the Russian Revolution encouraged them. 

They blamed the Emperor as the representative of the Japanese 

-capitalists. Japanese government was determined to rob the socialists 

-of all their freedom. In 1906 the Legislature of California demanded 

-of the President the exclusion of the Japanese emigrants. Their 

strong attitude moved the President and Japanese governme't yielded 

to the claim of the President. Japanese emigrants were placed in 

.hopeless conditions since then. The two les~-majeste affairs happened 

in this atmosphere. The Japanese socialists in America were 

politically helpless, but their despair drove them to resort to propaganda 

:in most vehement terms. Japanese government was afraid of their 

propaganda, and determined to extirminate the socialists in the 

.country. 




